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開会 午前 ９時５８分 

 

○書記（小澤裕一君） 改めまして、おはようございます。 

  ご参集、大変お疲れさまです。 

  それでは、ただいまから厚生環境常任委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに副委員長よりご挨拶いただきまして、副委員長の進行により進め

てまいりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、次第の２、副委員長挨拶、金丸副委員長、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（金丸幸司君） 改めまして、おはようございます。 

  お忙しい中のご参集、大変にお疲れさまです。 

  また、先日行われました成人式、午後に行われた出初式、大変にお疲れさまでした。 

  本日、五味委員長にかわって進行させていただきますが、何分初めてで大変緊張しており

ます。委員の皆様方のご協力をいただきながら、スムーズな進行ができるよう頑張ってまい

りますので、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

  ただいまの出席委員は６名です。定足数に達しておりますので、これより厚生環境常任委

員会を開会いたします。 

  なお、五味委員長は欠席の連絡がありましたので、報告をいたします。 

  本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○副委員長（金丸幸司君） 本日の委員会は、お手元に配付した次第のとおり進めたいと思い

ます。 

  また、質疑は、委員の質疑を受けた後に、傍聴議員の質疑を受けたいと思います。 

  なお、傍聴議員の質疑は、さきの申し合わせのとおり、会派の割り当て人数により行いま

す。質問は１問として、再質問は１回までとします。 

  それでは、これより、次第の３の内容に入ります。 

  内容の３、現地視察について、初めに担当より説明を受けたいと思います。 

  産後ケア事業の実施状況について、健康増進課より説明をお願いいたします。 
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  長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） お疲れさまでございます。 

  それでは、本日視察をしていただきます事業の流れについて、簡単に説明をさせていただ

きます。 

  机の上に１枚の資料ですけれども、甲斐市産後ケア事業「にこにこママルーム」という資

料がございますので、そちらをごらんください。 

  本日視察をしていただきます事業名は、甲斐市産後ケア事業「にこにこママルーム（集

団）」事業でございます。この集団事業とは別に、産後ケア事業は個別の子育て相談室があ

ります。 

  まず、この「にこにこママルーム」の目的ですけれども、まず１つ目として、母親が気軽

に相談できる場を設け、育児負担感や不安感のある母の早期発見とメンタルヘルスの安定を

図る。２つ目としまして、母親同士が出かけるきっかけとなり、孤立感が解消できる。３つ

目としましては、母親同士が交流できる機会とする。以上の３つが目的になります。 

  そして対象ですけれども、生後１カ月半を迎えた乳児とその母親です。回数は週１回、大

体10組前後を対象としております。開催曜日は毎週火曜日です。 

  本日の対象は11月16日から11月25日生まれの乳児を対象としておりまして、14組対象が

おりますけれども、８組出席予定でございます。 

  開催の時間は午前10時から12時、午前中で終わります。この事業の会場は、11月に開院

をしましたこのはな産婦人科の中のこのなはホールというところで実施をいたします。 

  この事業の周知方法につきましては、出生届の際に案内チラシを配布して、申し込み制を

とっております。 

  スタッフですけれども、まず医師、こちらの医師はこのはな産婦人科の女医ですけれども、

中村先生が担当いたします。それから助産師が２人ということで、１人はこのはな産婦人科

の助産師、もう一人は市のほうで雇い上げている助産師でございます。保健師の２人、こち

らは健康増進課の保健師の２人となります。 

  そして、この事業のタイムスケジュールでございますけれども、まず10時から受け付け

を行います。受け付けでは、赤ちゃんの体重をはかったり、問診をとったりというようなこ

とを進めてまいります。 

  そして、後ろの資料のほうをごらんください。 

  ちょうど視察に行くのがこのくらいになるかと思うんですけれども、10時半前後になり
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ましたらば、このはな産婦人科の中村先生のほうから、お母さんの心と体の変化ということ

で、簡単に講義があります。それが終わりますと、10時半からは、赤ちゃんとママで遊ぼ

うということで、ベビーマッサージをしたり、お母さん方の自己紹介をしたり、あとはお母

さんのストレッチなどを行っていきます。ですので、この辺のところで見学をしていただく

というような設定になっております。 

  そして、これが終わりますと、この後、お母さん同士の交流をしていただきながら、12

時ぐらいには事業が終了いたします。事業のほうが終了しましてから、スタッフはカンファ

レンスとか反省会をしております。 

  一応、きょうの事業の流れは、簡単ですけれども、こんなふうになっております。 

  そして、視察をしていただく際のちょっと注意事項ということで、何点か説明をさせてい

ただきます。 

  非常にこの事業をする部屋、このはなホールと言うんですけれども、狭いところでして、

出入り口が１カ所しかありません。８組、きょう入りますけれども、そうすると、もうほと

んど身動きができないという状況ですので、非常に恐縮でございますが、３班ぐらいに分か

れていただいて、５人ずつぐらいで、入り口のほうで見学をしていただくというようなこと

を考えております。ですので、あとですね、産婦人科ということで、女性の方が、この事業

とあわせて受診のほうに来ています。いろんな事情で受診をされている方がいるという中で、

中のほうで控えるといっても、なかなかちょっと難しいというような状況にありますので、

本当に申しわけないんですけれども、車の中で待機をしていただいて、３班に分かれて視察

ということでぜひお願いをしたいと思います。 

  それから、もう事業のほうが始まっていますので、直接お母さま方とかスタッフに声をか

けるというようなのがちょっと難しいかなと思いますので、質問等がございましたら、戻っ

てきてから私のほうで一括で受けたいと思います。 

  そして、またこちらのほうに戻ってきまして、今までの実績について報告をさせていただ

きます。 

  以上、簡単ではございますけれども、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  説明がありましたように、質疑については現地踏査の後、委員会室に戻ってから行います。 

  ここで現地踏査に係る委員派遣についてお諮りいたします。お手元に配付した派遣計画書

により、委員を派遣することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認めます。 

  よって、計画書のとおり派遣することに決定いたしました。 

  なお、派遣承認申請は、副委員長において作成し、議長に提出したいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（金丸幸司君） ご異議なしと認め、そのようにいたします。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時０７分 

 

再開 午前１０時５９分 

 

○副委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  現地視察、大変ご苦労さまでした。 

  産後ケア事業の実施状況について、担当より説明をお願いいたします。 

  長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） それでは、視察のほう、お疲れさまでした。大変短い時間

で、雰囲気を見ていただいたという、そんな状況だったかと思います。 

  それでは、資料の１ページをお願いいたします。 

  先ほど視察をしていただきました産後ケア事業の実施状況について説明をさせていただき

ます。 

  まず、事業概要ですけれども、健康増進課では、ネウボラの一環として、産後の母親を対

象に実施したアンケート調査などの結果から、その結果を踏まえまして、産後の母親のメン

タルヘルスに着眼した効果的な支援方法として、生後１カ月半の乳児とその母親を対象に、

産後ケア事業を11月22日から開始をいたしました。 

  まず、集団事業として、先ほど視察をしていただきました「にこにこママルーム」、そし

て個別事業として「子育て相談室」を、いずれもこのはな産婦人科を会場に実施し、母親が

安心して育児に取り組めるよう支援体制を強化しているところです。 

  最初に、（１）「にこにこママルーム」の実施状況です。 
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  ①実施状況ですけれども、毎週火曜日の午前中に実施をしておりまして、担当者は市の保

健師、雇い上げ助産師、それからこのはな産婦人科の中村助産師です。 

  こちらの表をごらんください。 

  この表でいきますと、11月22日にスタートしたばかりの事業ですので、実績といいまし

ても、11月20日までの５回分のみですけれども、報告をさせていただきます。 

  この表をごらんいただきますと、まず対象者数の合計というところを見ていただきますと、

５回分の対象者の合計は72人です。そのうち、その下の参加者は36人で、参加率は50％で

した。 

  参加しなかった理由としましては、「産後間もない時期のため出かけることが不安」、

「人の中に入っていくのが苦手」、「第２子以降のため、不安なく育児ができている」、

「里帰り中」などでした。 

  それから、この出生順位を見ていただきますと、第１子の母親は36人中24人の出席で、

約67％を占めていまして、第１子の母親の参加率は、第２子以降の母親の約２倍でした。 

  この表の中にＥＰＤＳの得点という欄があります。意味は、この表の下に書いてあるんで

すけれども、エジンバラ産後うつ病自己評価票のことを言います。産後鬱病の振るい分けテ

ストとして定着をしています。 

  内容は、10項目の質問をします。例えばはっきりした理由もないのに不安になったり心

配になったりしましたかという質問に対して、「いつもあった」、「時々あった」、「全く

なかった」というように選択をしてもらって、点数化をしていくものです。この特定の合計

が９点以上になると、鬱傾向の可能性が考えられると言われています。 

  この表の中でＥＰＤＳ、「にこにこママルーム」でこれをチェックしましたところ、この

９点以上というところを見ていただきますと、９点以上の母親、合計のところを見ていただ

きますと、11人いました。参加者36人のうち、約31％がこの得点が高かったです。しかし、

教室に参加して助産師の話を聞いたり、お母さん同士の情報交換で心配事が改善する母親が

多かったです。 

  要継続支援者というのがこの表の中にありますけれども、５回の教室で要継続支援者とな

った人は、合計のところを見ていただきまして、４人でした。全員を、次に報告をします

「子育て相談室」につなげて、専門職による個別相談を行いました。その内訳が、括弧書き

のところですけれども、母乳ケアが３人、心理相談が１人でした。 

  資料の２ページをごらんください。 
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  参加者の感想、それから様子をまとめました。 

  「同じ年の子を持つ母親と話しをすることで、みんな同じことを不安に思っていたことが

わかり安心した」、「自信がついた」、それから、「日中、赤ちゃんと２人だけの悶々とし

た生活だったところ、いろいろな人と会話をする時間は心が晴れた」、それから、「赤ちゃ

んと母親にとって初めてのお出かけの機会になった」、「２人で出かけることに不安があっ

たが、参加することで不安が解消された」等の声が上がっています。 

  この②の中の、一番下の丸ですけれども、また、赤ちゃんの体重増加や母乳の状況につい

ては、母親の大きな悩みの一つでもあります。しかし、教室に参加し、赤ちゃんの体重を確

認し、専門職が助言をすることで、我が子の成長に安堵する様子がうかがえました。 

  以上のことから、私どもが設定した産後ケア事業の目的を果たすことができていると感じ

ています。 

  次は、（２）の個別事業である「子育て相談室」の実施状況です。 

  この表をごらんください。 

  この事業は、毎月２回、火曜日の午後に実施をしております。会場は、同じく先ほどのこ

のはな産婦人科になります。11月29日が初日で、11月20日までの３回分の実施状況ですけ

れども、報告をさせていただきます。 

  この表を見ていただきますと、３回合わせて出席者合計は９人が参加をいたしました。そ

して、母乳ケアを受けた人がそのうちの５人、心理相談を受けた人がそのうちの４人です。

母乳ケアを受けた５人は、助産師が丁寧に個別で対応いたしました。心理相談を受けた４人、

これは心理職が育児相談や母親のメンタルに関する相談指導を実施しました。 

  この心理相談の、ここには書いていないんですけれども、具体的にどんな相談内容だった

かということですけれども、障がい児を出産したお母さんがいましたけれども、今後につい

ての不安があったので、相談とか、あとは、上の子供さんの対応の仕方で悩んでいるという

ようなことで心理相談を受けております。 

  母乳ケア、心理相談ともに、主に「にこにこママルーム」、先ほどの事業からの継続支援

ですが、そのほかにも乳児訪問等からもつながっております。 

  それから、母乳ケアの５人は、大体１回の個別相談で終了しますけれども、心理相談の４

人につきましては、その後も全員フォローを必要としたことから、地区担当の保健師がかか

わりを継続しながら、切れ目のない支援につなげています。 

  ②参加者の感想・様子ということで、参加した母親から時間をかけて専門スタッフに話を
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聞いてもらったり、母乳ケアを受けたことで気持ちが楽になった等の評価をもらっています。

ですので、まだ事業がスタートして１カ月程度ではありますけれども、集団・個別事業合わ

せて期待どおりの成果が得られていると考えます。ですので、今後も産後ケア事業の検証を

行いながら、さらに母親の心に寄り添った内容になるように充実をさせてまいります。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（金丸幸司君） 当局の説明が終わりました。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑ありますか。 

  山本委員。 

○委員（山本英俊君） 36人で参加率が50％、不参加の理由は「産後間もない時期のため」

とか「人の中に入っていくのが苦手」、こういう方のケアというのはどうしているんですか。

これを大事にしないとまずいんじゃないかなと思うんだけれども。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 理由は先ほど言いましたように、ほとんどの方が「２人目

なので心配が要らない」というような理由が多かったんですけれども、この事業の後、全員

のお宅に赤ちゃん訪問をしておりますので、そこで、もう全員の赤ちゃん、お母さんと面談

をしております。 

○副委員長（金丸幸司君） 山本委員。 

○委員（山本英俊君） 今、発言したように、赤ちゃんが産まれた家庭には全部訪問して、お

話までしたりとか、いろんなそういうところもやっていると。わかりました。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ありますか。 

  横山議員。 

○議員（横山洋介君） 先ほど赤ちゃんのフォローで、その後フォローしているということな

んですけれども、参加しなかった方にＥＰＤＳのアンケート調査は逆にしているんですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 赤ちゃん訪問をした際にも、必ずそこで確認をしておりま
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す、チェックをしております。 

○議員（横山洋介君） アンケートをしているかどうか。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） はい、行っています。 

○副委員長（金丸幸司君） 横山議員。 

○議員（横山洋介君） そこでの結果というのはどうなっているんですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 例えば今回、きょうのように教室に来なくて、家庭訪問に

行ったときに、そのＥＰＤＳでチェックをして、高いという方もいると思います。そのとき

には、地区担当の保健師ということで、１人のお母さんに対して必ず担当の保健師がついて

いますので、必要によって、関係機関につなげるとか、自分が定期的に電話をするというこ

とでフォローにつなげております。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ありますか。 

  内藤議員。 

○議員（内藤久歳君） この事業の中で、県のほうの今そういう宿泊型のあれがあって、連携

を図って、この過程の中でまたもし、重いという表現がいいかはわからないですけれども、

その次のステップとしてあちらへという、そういう対象者は今回は、これまではいないです

か。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 既にこの事業が始まる前に宿泊が必要な方はそちらに送り

ますし、この事業を通して、必要な方は宿泊につなげるというようなことで、いろんな事業

と絡み合わせながら、宿泊も併用して産後ケア事業の一つとして活用しております。 

○副委員長（金丸幸司君） 質疑ありますか。 

○議員（内藤久歳君） 関連で。あとですね、市の助成事業ということで5,000万という予算

の中で、機器を導入したと、貸与しているわけですけれども。その5,000万円の中のそうい

うさまざまな機器とか、それどんな検査ができるのか。最先端と聞いているけれども、どう

いう内容のものが最先端なのか。その要は検査のそういうところが、概要というか、そうい

うものがわかったら教えてもらいたいですけれども。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 医療機器のほうは、直接健康増進課が管轄をしていません

ですので、ちょっと具体的な内容はわからないんですけれども、ただ、最新の超音波検査な
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どを入れているということは伺っております。けれども、細かいところにつきましては、申

しわけございません。ちょっと把握をしていません。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ありますか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） ママルームでしたか、新しい病院で、私どもが視察させていただいて、

土足というとね、ちょっと外から靴のままあの施設に入ったわけでございますけれども、

「にこにこママルーム」、あのところまで土足であったと。私もいろいろ、たまたま孫を見

たりとかしているんですが、みんな靴を履きかえるんですけれども、新しい施設で、例えば

エアクリーナーとか、あるいはマスクしたりとか、視察したりとか家族が来たとか、そうい

うときに将来的に、あるいはお子様に感染とかそういう不安があるんですけれども、保護者

の方、お母さん方からそういうお話はなかったですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 特に参加者のほうからはそういう声がなかったんですけれ

ども、きょうちょっとご指摘をいただきまして、土足というのは多分、このはな産婦人科の

先生の方針でそんなふうにしているんだと思うんですけれども、私たちの事業のほうに参加

する人たちに関しましては、少し途中で靴を脱いでというようなことで対応ができればいい

かななんていうことを思いましたので、ちょっとその辺につきましては、検討をして、改善

をしていきたいと思います。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ありますか。 

  滝川議員。 

○議員（滝川美幸君） 先ほどの内藤議員さんの話の中で、やはりきょうは時間もないし、事

業の、産婦人科が動いている中でのあれですから、余り中を見ることもできないという状態

で、ちょっと残念だったかなという気がしておりますので、本来でしたら、私、ぜひ中村院

長先生のお顔も拝見したかったなというところがあります。やはりとても大事な産科という

お医者様の場合、対応がね、どのような人柄かということ、すごく行く女性として、非常に

大きくそういう話しやすい方なのか、どういう方なのかということを興味があるもんですか

ら。ぜひまたそういうね、中村先生のお話を直に聞けるような、一度そういう必要もあるの

かなということと、それから、先ほどの5,000万円の市から出しているということで、やは

りもう少しどのような機械が、設備がついたのかということは、詳しく知っておきたいなと

いうところもありますので、その辺のことを今後ちょっとそちらのほうでも検討していただ
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きたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○副委員長（金丸幸司君） 要望。 

○議員（滝川美幸君） ちょっと答弁していただければ。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） それでは、先生のお話ということなんですけれども、きょ

うもちょうど行ったときに、先生のお話がちょうど終わったところだったので、またよろし

ければ、私たちのほうに言っていただければ、毎週火曜日にこの事業をしていますので、ち

ょうど先生の時間に合うように見学を設定ということは可能です。また、改めて先生とお話

というような機会をということですけれども、先生も大変お忙しいですので、もしその機会

がありましたら、また提案をさせていただきたいと思います。 

  それから、機械のほうは、先ほども申し上げましたように、ちょっと管轄が違ったもので、

十分把握していませんでしたけれども、またそこの辺は確認をしっかりしておきたいと思い

ます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で産後ケア事業の実施状況についてを終了します。 

  次に、（３）平成28年度健康ポイント事業（モデル事業）実施状況について、担当より

説明をお願いいたします。 

  長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） それでは、引き続き資料の３ページをお願いいたします。 

  平成28年度健康ポイント事業（モデル事業）の実施状況について説明をさせていただき

ます。 

  まず、事業概要ですけれども、市では健康診査を初め各種保健事業により、市民の健康づ

くりに取り組んでいるところですが、市民一人一人が健康意識を高め、楽しく継続的に健康

づくりが実践できるよう、ポイント制度を利用した甲斐市健康ポイント事業を今年度モデル

事業として実施をいたしました。 

  ここには記載がしていないんですけれども、具体的にこの健康ポイント事業の中身なんで

すけれども、まず、健康ポイント手帳というものを交付をいたしました。そして、健康診査

と人間ドックを受けることを必須の条件として、それを基本としまして、市で開催する各種
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教室や健康イベントに参加すると、基本10ポイントをつけました。また、自己管理でもポ

イントがつくようにしたり、職場での健診や市外での健康イベントに参加した場合でも証明

書を添付してもらうことでポイントをつけました。50ポイントたまったら、全員に参加賞

として500円のクオカード、さらに100ポイントたまったら、その参加賞プラス抽せんで景

品をプレゼントするといった内容でございます。 

  この事業の（１）対象者は、市内在住の年度末年齢19歳以上といたしました。 

  （２）の事業実施のスケジュールですけれども、既に年末には50ポイント以上達成した

人が76人いましたので、500円のクオカードを郵送しています。さらにその中で100ポイン

ト以上獲得した人が30人いますので、現段階ではこの30人の人に抽せんをする準備をして

いるところです。この景品は健康グッズということで、フットマッサージ器や加湿器等を今

考えているところでございます。 

  （３）事業参加申請者、当初はモデル事業でしたので、200名を予定していましたけれど

も、最終参加申し込みは241名でした。この円グラフを見ていただきますと、そのうちの約

７割が女性でした。そして、この右側の棒グラフを見ていただきますと、年代は60歳以上

が半数以上を占めていました。それから、この丸ポチの最後のところですけども、窓口での

申請者は１割程度で、半数以上は総合健診の会場など、各種事業の際に担当が出向いて申請

をしてもらいました。 

  （４）の事業参加申請者の取り組み状況ですけれども、事業参加申請者のうち、最後まで

取り組み、ポイント交換までにいった人は241名中81名で約３割。その９割以上の76名は50

ポイント以上獲得しており、さらに100ポイント以上の獲得者も30名いました、約４割。頑

張る人は徹底的に頑張っているという様子がうかがえました。ちなみに、最高で250ポイン

ト獲得した人がいました。 

  （５）ですけれども、81名ポイント交換、申請した人がいましたけれども、そのアンケ

ートから見えたものとして、①本事業を知った経緯としましては、口コミや全戸配布の広報

誌による効果が大きいことがわかりました。 

  ４ページをお願いいたします。 

  参加のきっかけですけれども、「健康のため」が６割で一番多かったです。次に「おもし

ろそうだったから」が２割で、「参加賞や景品が欲しい」という、そんな理由の方も１割い

ました。 

  ③参加することにより期待した効果として、「体力の維持」、「生活習慣病や肥満の予
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防・改善」が約４割でした。事業に参加して期待した効果を感じることができた人は約９割

を占めていましたので、ほとんどの人がこの事業に参加して効果を感じています。 

  ④参加者のポイント事業参加後の現在の状況ですけれども、健康づくりに対する意識が

「変わった」、「まあまあ変わった」と回答した人が８割近くいました。特に「運動、体重、

睡眠、食事に気を配るようになった」との回答が多かったです。 

  次に、参加者のほぼ全員が健康づくりで意識して実践することがあり、実践している具体

的内容は、運動が４割、栄養が３割でした。運動量では、１日30分以上の運動を週２回以

上行っている人は約７割に達しています。また、本事業に参加したことで、歩く時間や歩数

が増加した人も６割近くいました。 

  ⑤参加者の意見等ですけれども、まず、若い人向け、特に「ママ向けのイベントをもっと

増やしてほしい」、「手帳の記入の方法がわかりにくかった」、「無理のない健康づくりが

できてよかった」、「自分自身が健康になった」等が上げられました。 

  （６）成果ですけれども、今まで報告をさせていただきましたアンケート調査のまとめか

ら、本事業に参加したポイント交換者は、事業に参加したことで健康意識の向上、運動習慣

の定着等の効果が得られていることがわかりました。このことから、本事業は健康への取り

組みのきっかけづくりとなって、市民の健康支援につながっていくと期待ができると言えま

す。 

  （７）今後の課題です。 

  せっかく参加の申請をしても、ポイント交換まで達成した人は３割にとどまっています。

達成できなかった理由は、「面倒」、「忙しい」、「ポイント手帳の記載がわかりにくい」

等が上げられましたので、今後は誰にでもわかりやすく手軽に参加してもらえるように内容

の再検討や、また、参加者が長期間継続して取り組めるように、途中ではがきを出す等の支

援も必要と考えております。 

  それから、今回の参加者は60歳以上が半数を占めていましたけれども、若い世代や働き

盛りの世代に健康意識を持ってもらい、参加してもらうことが大きな課題と言えます。そこ

で、今後は、事業の参加申請をするために市役所まで来庁する手間と時間の短縮、それに時

間や場所を気にせずに健康づくりに取り組めるようにスマートフォンやパソコンを活用して

事業に参加できるように現在システムを構築中であります。 

  最後に、この事業は、来年度は、健康ポイント事業は全市民を対象に実施予定です。した

がいまして、周知を徹底し、より多くの市民に参加してもらうよう、今回のモデル事業の検
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証をもとに充実した事業展開をして、市民の健康づくりを支援していきたいと考えておりま

す。 

  以上、平成28年度の健康ポイント事業（モデル事業）の実施事業について報告をさせて

いただきました。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（金丸幸司君） 当局の説明が終わりました。 

  質疑等がありましたらお願いします。 

  質疑ありませんか。 

  池神委員。 

○委員（池神哲子君） 今の成果を聞いて、すごくいいなと思いました。不覚にも知らなかっ

たんです。市民の中でこれがどれだけ果たして知ることができるかというのはあれですね、

大事だなと思いました。歩くことが大事と言われても、車社会でほとんど歩かないですよね。

やっぱりどんどん指導していってもらって体も動かしながらこんなにいい成果を上げている

ということが、ありながらなかなかできていないということで、とてもいいことかなと。私

もぜひ参加させてもらいたいなと思いました。ありがとうございました。 

○副委員長（金丸幸司君） 池神委員、答弁は。意見だけ。 

○委員（池神哲子君） じゃ、私の意見を聞いてどう思いましたか。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 今回のモデル事業も、なかなか待っていても申請に来る人

が少なかったので、先ほども報告させていただきましたけれども、いろんな事業に出向いて

ＰＲをして、申請をしていただきましたので、来年につきましても、ただ広報で知らせると

いうだけではなくて、いろんなところに出向いて積極的にＰＲをして、一人でも多くの方が

参加するようにということで努力をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） モデル事業という中でもって、募集をかけてやっているわけですけれ

ども、その中で、達成できなかったというところの人たちがですね、達成した人たちが

30％ぐらいということで、あと７割が達成しなかったという。ここら辺のところも一つの

課題でもあろうし、全体の中で、こうした健康ポイントの景品を目的でないという人のほう

が多かったということで、景品そのものが今、500円のクオカード、そういったところもま
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た検討の余地があろうかと思うんですけれども、そのかけるときの目的というか、その中で

もって、景品が欲しい、これでいくとモデル事業の中で結果的に見ると、景品が目的じゃな

いという人のほうが多かったということの中で、景品をより効果的に生かす、お金じゃなく

て、効果的に生かすというふうな何かそこら辺のところの何ていうんですかね、あれが必要

かなと思うんですよね。そういう工夫というか、いろいろなニーズに対してのそういうもの

が必要だと思うんですけれども。そこら辺のところは今の時点でどのように考えていますか。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 今回はモデル事業ということで、ちょっと500円のクオカ

ードを達成した人には全員というようなことでやってきましたけれども、ただ、今後につき

ましては、いつまでも物をあげるからという形で健康意識を向上させるというのにも無理は

あるのかなとは思うんですけれども、来年度、今度はモデルではなくて、全住民を対象にし

てやっていきますので、その評価も踏まえながら、今後についてはまた改善等をしていく予

定でおります。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ありますか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） やっぱり実施する中で、こういった参加する側、それからほかの自治

体なんかでも、それを例えば指導する側の健康ポイントとかという、そういう形のものもほ

かのところではあろうかと思うんですけれども、そういった形のものというのは、指導者の

そういった育成も含めて現在あるのかどうかということもあるんですけれども。そこら辺の

ところはどういう、担当としてお考えですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 今のところ指導者の育成というところまでにはまだなかな

か話がいっていないんですけれども、今はポイントにする事業をどういうところに持ってい

くかというところを課題を検討しているところですので、幅広いところで評価を行いながら、

また検証をしていく予定でおります。まだちょっと具体的には考えてはいないんですけれど

も。 

○副委員長（金丸幸司君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 指導者ということを考えていないということですけれども、簡単なそ

ういった運動のそういうもののマスターするような形の中で、そういった指導者というか、

そういった制度というのを取り入れることで、それも健康ポイントの対象になろうかと思う
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んですよね。それを教えるということで、また一つの広がりを見せるから。やっぱり１日

30分以上運動するという、市民の方たちに健康に意識を持ってもらうということは一番大

事なんで、そういった形の進め方というのも広める意味では有効かなと思うんですけれども。

ちょっとしつこくであれですけれども、再度お願いします。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 今現在もいろんな健康教室等の事業の中で、例えば体操を

広めるとか、歩数をアップするということで、専門の講師による講義等が行われていますの

で、今後そういう内容も充実をしていくということは考えていきたいと思います。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ありますか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） この中にもあるんですけれども、手帳の記入の仕方がどうだとかとい

うことがあるんですけれども、その改善の余地というのは、現在考えているところというの

はあるんですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） 先ほども説明しましたけれども、やっぱり若い人に参加を

していただくということを考えますと、手帳を常に持ち歩くということが非常に難しいと思

いますので、手帳自体ももう少し簡単にということで、今ちょうど調節をしているところで

すけれども、スマートフォンとかパソコンで、どこにいてもできるということで、今システ

ムを構築中ですので。それによって手帳を使わなくても参加できるということを考えていま

す。 

  手帳はこんな形。中に自分で記載したりするところの欄があったりして、ちょっと理解す

るのに面倒かなというところがあったりするので、そういうところもちょっと改善をしてほ

しい。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ありますか。 

  内藤議員。 

○議員（内藤久歳君） これの対象事業が５つありますよね。その対象事業で、今回の参加者
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の中に一番、内訳ですかね、参加した内容についてはどんな具合になっていますか。 

○副委員長（金丸幸司君） 長田係長。 

○保健指導係長（長田清美君） お答えします。 

  参加した事業につきましては、各種健康教室、例えばスポーツ振興課で行っているような

ラジオ体操、軽スポーツ講習会、それから市民体力測定ですとか、あとは商工観光課が行わ

れているような甲斐市ちいさな旅、それから、健康増進課で行っているような生活改善教室、

あと、長寿振興課で行っているようないきいき健康体操教室等があります。 

  すみません、多かったものに関しましては、ちいさな旅が多かったです。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 質疑等ありますか。 

  内藤議員。 

○議員（内藤久歳君） それで、その事業の中で期待される効果という部分があるわけですけ

れども、その点については、今回こういう形でポイントを配って、それぞれのアンケートも

聞く中で、効果として考えられるというか、その辺についてはどんな見解を持っていますか。 

○副委員長（金丸幸司君） 長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） このポイント事業のそもそもの目的は、やっぱりいかに健

康意識を持って実践をするかということが目的で、そのきっかけづくりということをこの事

業で目的が果たせればいいのかなと思います。結局いろんなメニューを提供しても、実践す

るのは住民自身ですので、いかにやろうという、行動に移そうというきっかけがつくれるよ

うないろんな仕組みを考えていきたいなというふうに思っています。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で（３）平成28年度健康ポイント事業（モデル事業）実施状況についてを終了いた

します。 

  次に、（４）第３次健康増進計画・第２次食育推進計画「健康・食育かいてきプラン」

（素案）について、担当より説明をお願いいたします。 

  長坂課長。 

○健康増進課長（長坂千恵子君） それでは、別冊のほうになります。甲斐市第３次健康増進

計画・第２次食育推進計画「健康・食育かいてきプラン」（素案）という別冊のほうをごら
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んいただきたいと思います。 

  それでは、説明をさせていただきます。 

  まず、この別冊の２ページをごらんください。 

  まず、入る前にですけれども、下のところでページを打っている場所なんですが、今この

１ページ、２ページと、内側のほうにページ数が入っていますけれども、これを見やすいよ

うに両端に持っていくように、今訂正を行っておりますので、ご了承ください。よろしくお

願いいたします。 

  それでは、２ページの計画の位置づけなんですけれども、５月の常任委員会でも説明をさ

せていただきましたけれども、この表のとおり、健康増進計画と食育推進計画は根拠法令が

違うため、国・県の上位計画は別々で、本市におきましても計画書は別々に２冊存在をして

います。しかし、両計画は共通する課題、取り組みが多いことから、市民の視点に立ってわ

かりやすい計画にするために、今回、健康増進計画と食育増進計画を一体化させた甲斐市第

３次健康増進計画・第２次食育推進計画を策定をいたします。 

  ３ページをごらんください。 

  計画の期間です。平成29年度から平成35年度までの７年間といたします。一体化させる

ことで、第２次健康増資計画が平成29年度まででしたが、食育推進計画の最終年度である

平成28年度に合わせて１年前倒しで作成をいたします。このページの下から４行目になり

ますけれども、また前回は、この両計画ともに５年計画でしたけれども、上位計画である国

と県の計画が平成25年度から平成34年度までの10カ年計画になっています。したがいまし

て、その上位計画の見直しを次期計画に反映させるために、今回の計画は29年度から35年

までの７年計画といたします。 

  そして、すみません、恐れ入ります、ちょっと表紙を見ていただきたいと思います。 

  一番最初の表紙になるんですけれども、ここに鍵括弧で、「健康・食育かいてきプラン」

というふうに書いてあります。この計画をより親しみやすくするために名づけたんですけれ

ども、甲斐市の現状に合った甲斐市らしいかいてき、平仮名で書いてありますけれども、か

いてき、あと、快いという快適も含めまして、健康に取り組むことができるようにという願

いを込めて、「健康・食育かいてきプラン」といたしました。 

  次に、４ページをごらんください。 

  ４ページは行動スローガンです。 

  前回の食育推進計画策定の際にも掲げましたので、それを基本にしまして、甲斐市の一文
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字ずつをとりまして、かぞくみんなで元気甲斐、いつも楽しく食べてる甲斐、しっかり歩い

て元気、そう甲斐というふうにさせていただきました。 

  資料の５ページをお開きください。 

  こちらのほうは基本方針で、６項目ありますけれども、特徴的なものだけを説明させてい

ただきます。 

  まず、③の甲斐市の特性に応じた市民主体の健康づくりということで、３項目を重点的に

取り組みます。 

  １つ目、甲斐市版ネウボラ事業の推進による健康づくり、２つ目、歩数マップによる健康

づくり、３つ目、減塩による健康づくり。 

  それから、④は年代（ライフステージ）別に取り組む段階的な健康づくりということで、

こちらはそのまま６ページを見ていただきますと、ライフステージということで、乳幼児期

から高齢期までの６つの段階に応じた取り組みを展開してまいります。前回の計画は５つの

ライフステージに分けましたけれども、健康課題に合致するように年齢区分の見直しをして、

６つに区分をして健康づくりを目指していきます。 

  そして、資料の７ページから15ページまでは、甲斐市の特性ということで、人口、出生、

死亡等の統計資料を掲載しておりますけれども、ここから見えてくる課題についても計画に

は反映をさせていきます。 

  それでは、16ページをごらんください。 

  16ページは、第４章になりますけれども、アンケート結果から見る甲斐市の健康課題と

いうことで、このページには、アンケート調査の概要、回収結果が掲載してあります。約

2,700人の市民を対象にアンケート調査をいたしました。このページにはそれぞれの対象者

別の回収率が書いてありますけれども、これをまとめますと、全体で回収率が59.2％とな

りまして、前回とはそれほど大きな違いはありませんでした。 

  それから、18ページからはアンケート結果から見る甲斐市の健康課題ということで、こ

の中で主な項目について報告をさせていただきます。 

  20ページをお開きください。 

  まず、ここに書いてあるのは体格指数ということで、アンケートをまとめさせていただき

ました。 

  この一番最初のグラフの男性のところで、黄色いところをごらんください。 

  これを見ますと、成人の男性は全ての年代で肥満者の割合が２割を超えています。その下
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が女性のグラフですけれども、女性はちょうど50代を過ぎたころから肥満の割合が１割を

超えています。一方、特徴としては、このグラフの女性の20代の水色の23.2というところ

を見てください。ここはやせている人です。ですので、20代の女性では、やせている人の

割合が２割を超えているという結果が出ました。 

  そして、その下のグラフで、肥満のところのグラフを見ますと、水色のところが82.1と

いう数字が出ていますけれども、当然なんですけれども、肥満者は生活習慣病の指摘を受け

る人の割合が高くなっています。 

  そこで、このページの下の緑のところですけれども、肥満対策が生活習慣病対策のベース

になると言えます。これは当然と言えば当然かなとは思います。 

  22ページをお願いいたします。 

  22ページは、がん検診の受診状況ということをまとめてあります。 

  この上のグラフを見ますと、がん検診をひとつも受けていない人の割合、20代が約６割、

30代では３割を超えて高くなっていますので、若い世代の受診率の上昇させるということ

が非常に課題になると言えます。 

  24ページをごらんください。 

  24ページにつきましては、運動についてまとめてあります。 

  まず最初の１日の歩数平均なんですけれども、前回の計画でも歩数アップについては重点

的に取り組んできましたので、この表を見ますと、平成24年度の甲斐市のアンケートと、

今回のアンケートの男女の歩数を比較してみますと、今回のほうが歩数は多くなっています。

しかし、その一番下に、山梨県の歩数が書いてありますけれども、山梨県の調査と比べると、

甲斐市の場合は男女ともまだ歩数が少ないといった状況にあります。 

  それから、真ん中のグラフになるんですけれども、60代から運動習慣のある人の割合は

５割を超えて高くなってきます。このグラフでいきますと、60代の水色から黄色までの部

分のところなんですけれども、この人たちが運動習慣のある人たちということになりますけ

れども、非常に高いです。逆に20代から40代、このグラフで見ていただきますと、赤い部

分になりますけれども、ここの赤い部分は、現在運動をしていないし、さらにこれからも運

動をしようとは思わない人というのがこの赤い部分です。その人たちが約２割以上となって

いますので、やっぱり運動に対して意欲のない人をいかに減らしていくかが課題になってく

ると言えます。 

  次、27ページをお願いいたします。 
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  27ページは、休息や心の健康についてまとめたものです。 

  こちらの真ん中のグラフをごらんください。 

  甲斐市で男女で、このグラフで言いますと、赤い部分になるんですけれども、睡眠によっ

て十分な休息がとれていない人の割合は、その下の山梨県の調査に比べると、男女とも高く

なっています。 

  28ページをごらんください。 

  28ページの、例えば20代を見ていただきますと、ストレスが「おおいにある」を合わせ

た人たち、水色と赤色の部分ですけれども、その人たちは半数を超えています。 

  ということで、ここから見えるものは、若い世代にストレス対策というものが非常に課題

になってくると言えます。 

  次に、30ページをお願いいたします。 

  30ページにつきましては、たばこについてまとめたものです。 

  たばこですけれども、まず真ん中のグラフを見ていただきますと、真ん中のところの棒グ

ラフで水色の部分があるんですけれども、これは小中学生、未成年では、どの年代でも喫煙、

たばこを吸ったことがあると、やっぱり答えています。それがこの水色の部分になります。

そして、その一番下の表を見ていただきますと、子供が２歳の年齢のお父さんの喫煙率

59.1ですので、約６割ということで、子供の年齢が２歳の保護者では、父親の喫煙率が約

６割となっています。 

  そして、31ページを見ていただきますと、この下のところですけれども、こういった現

状から、若い世代、特に子育て世代に対する禁煙対策、受動喫煙防止対策が課題です。また、

未成年者の喫煙をゼロにする対策というのも非常に大事になってくるかと思います。 

  32ページ、こちらはお酒についてまとめたものです。 

  お酒についてですけれども、一番最初の棒グラフのところですけれども、ここの黄色い部

分は、男女ともに生活習慣病のリスクを高める飲酒をしている人の割合ということで、１割

程度います。ここのところですけれども、一番下に、じゃ、生活習慣のリスクを高める飲み

方はどうなんだということで、例えば男性ですと、ここに書いてありますけれども、一番下

ですね。アルコール、男性では40グラム以上と書いてあるんですけれども、具体的には、

日本酒でいけば２合以上、ビール500ミリリットルであれば二缶というようなことで、それ

以上飲んでいる人の割合ということになります。それが１割程度いる。 

  それから、この円グラフでもありますけれども、水色の部分が問題になります。先ほどた
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ばこでも言いましたけれども、周囲に飲酒を勧められた経験のある未成年というところにな

ります。それが約１割います。 

  ということで、適正飲酒量の啓発の活動が課題であるとともに、未成年の飲酒ゼロ対策と

いうものが非常に大事になってくると思われます。 

  33ページをお開きください。 

  33ページは、歯の健康ということでまとめさせていただいたんですけれども、この中で

ちょっとびっくりした実態が出てきました。 

  この最初のグラフで見ますと、男というところで、黄色で24.6というふうに書いてある

と思うんですけれども、これは、男性では約４人に１人が１日に歯磨きの回数は１回以下と

なっているということで、どうも男性は１日に１回しか歯を磨かないという、そんな状況が

見えてきました。 

  それから、その真下のグラフで、肥満というところのグラフを見てみますと、黄色で

23.1とありますけれども、これは、肥満の人は、やせている人とか標準の人よりも１日１

回以下しか歯を磨かない割合が２割ということで、高くなっているんです。要するに肥満の

人は、ほかの人より歯を磨かない。 

  それから、一番下のグラフになるんですけれども、この赤いところになります。肥満者は、

やっぱりゆっくりかんで食べないということで、69.2ですが、約７割の人が肥満の中では

ゆっくりかんで食べていないよというような実態がわかりました。 

  そこで、１日２回以上の歯磨きの習慣の啓発が必要です。また、よくかむという習慣づけ

が肥満予防につながる可能性がありますので、課題としていきます。 

  それから、34ページをごらんください。 

  これは、栄養・食生活についてですけれども、この最初のグラフの中で、体格指数別とい

うところの肥満の水色のところを見てください。これは、食品表示を常に参考にしているか

どうかというものを見るんですけれども、肥満の人は22.4％しか気にしていなくて、その

上のやせとか標準の人に比べて、食品表示を意識していないという結果が出ました。 

  そこで、やっぱり食品表示を参考にすることが肥満予防につながる可能性があると考えま

す。 

  それから、35ページをお願いいたします。 

  35ページは、地産地消ということで、地元の農産物の購入に対する意欲についてを調査

したものです。 
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  この円グラフを見ていただきますと、地元の農産物を食べたいと思う小中学生・未成年の

割合、水色と赤い部分になりますけれども、これが８割を超えて高くなっていますけれども、

実際にこの右のグラフで見ていただきますと、全体というところですけれども、じゃ、実際

に地元の農産物を意識して購入している人の割合は43.5ですので、４割半ばということで

低くなっています。 

  そこで、地元農産物の購入意欲を実際の購入に結びつけていくことが課題であると考えま

した。 

  それから、次が36ページの減塩関連の調査になります。 

  この一番下の甲斐市と山梨県の比較をしたグラフをごらんください。 

  この調査を見ますと、水色の部分というのは常に減塩しているという割合になるんですけ

れども、県の調査に比べますと、甲斐市のほうが男女とも既に食塩を控えている人の割合と

いうものが低くなっています。 

  それから、37ページを見てください。 

  37ページですけれども、こちらは、麺類の汁をどのくらい飲むのかという調査なんです

けれども、これを見ていただきますと、甲斐市と山梨県を比較するグラフですけれども、ま

ず、甲斐市の男性と女性を見ていただきますと、水色から赤の部分までの男女を比較します

と、男性のほうが汁を半分以上飲むという人が女性の２倍はいました。山梨県と比べますと、

甲斐市のほうが麺類の汁を半分以上飲む人の割合は低くなっています。 

  それから、この37ページの一番右の小中学生・未成年のグラフになるんですけれども、

こちらを見ますと、小中学生では、麺類の汁を半分以上飲む人の割合が非常に高くて５割前

後、この水色と赤の部分になるんですけれども、５割前後の小中学生は麺類の汁を半分以上

飲んでいるというような実態がわかりました。 

  そこで、このページの下のグリーンの部分ですけれども、生活習慣病、特に高血圧、慢性

腎臓病予防のために、減塩の意識づけが必要と思われます。 

  そして、38ページなんですけれども、これは朝食・夕食の摂取状況についてまとめたも

のです。 

  この表を見ていただきますと、主食というのは御飯とかパン、主菜が肉とか魚とか卵にな

ります。副菜というものが野菜なんですけれども、これを見ていただきますと、朝食で20

代というのは、主食、主菜、副菜、全ての項目によって、ほかの年代よりもとっている割合

が低くなっています。そこで、やっぱり20代から栄養バランスが整った食事への配慮を習
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慣づけることが課題と考えられます。 

  以上、アンケート調査の結果を踏まえて、健康課題となる項目については、これ以降の重

点的取り組み、それからライフステージ別の取り組みに反映をさせていきます。 

  42ページをお開きください。 

  こちらは、前回の計画の指標の評価になります。 

  ちょっとまとめて報告をさせていただきますと、これでいうＡ判定、目標を達成している、

それからＢの目標には達成していないが、改善されているということを合わせますと、第２

次健康増進計画では約６割、食育推進計画では約５割に改善は見られています。 

  逆に、46ページをお願いいたします。 

  46ページは、改善が見られなかったＣ・Ｄ判定の項目をまとめましたので、こちらをよ

く検証して、今回の計画においても反映をさせております。 

  47ページをお願いいたします。 

  47ページは、重点的な取り組みということで、甲斐市の特性に応じて重点的な取り組み

を３項目上げました。 

  まず、一番最初が、このページにありますように、甲斐市版ネウボラ事業の推進による健

康づくりを上げました。 

  目標２のところにありますけれども、育児に対する不安感や悩みを早期に発見し、メンタ

ルヘルスの安定を図り、心身ともに健やかな状態で安心して育児に取り組めることを掲げて、

妊娠、出産、子育て期に至るまでの切れ目のない支援体制を強化してまいります。 

  そして、その取り組みの表現の仕方なんですけれども、48ページをごらんください。 

  これからもずっとこういう形で取り組みを表現させていただきますけれども、まず、この

下の成果指標という、この意味合いですけれども、ここに掲げているものは、目指すものに

なります。活動の成果を具体的な項目で記載をしています。 

  その上の活動指標ですけれども、活動指標は、この下の成果指標、つまり目指すものを達

成させるために市として行う具体的な取り組みを掲載をしています。 

  そして、49ページから53ページまでは、甲斐市版ネウボラということで、ネウボラの意

味や現在の市の取り組みについて掲載をいたします。 

  そして、今回この資料にはまだ添付していないんですけれども、12月号の市の広報でネ

ウボラの特集を組みましたので、そのまま表紙と記事８ページを抜粋したものを53ページ

の後に掲載する予定でございます。 
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  次は、53ページの歩数マップによる健康づくりでお願いいたします。 

  前回の計画でも重点的な取り組みに歩数マップを上げましたけれども、先ほどの説明をさ

せていただきましたとおり、男女とも前回の調査に比べて歩数は増えているものの、山梨県

の平均には及ばないことから、引き続き日常生活の中で小まめに体を動かすことを意識して、

一日の歩数を増やすことを目標に取り組みを強化していきたいと思います。 

  そして、54ページには、先ほど説明させていただきました、健康ポイント事業について

の取り組みも内容を掲載をいたします。 

  55ページをお願いいたします。 

  こちらは、減塩による健康づくり、重点項目の３つ目になりますけれども、こちらも前回

の計画でも重点的な取り組みとして掲げましたけれども、先ほど説明させていただきました

とおり、県と比較すると、まだ減塩の意識が低いことから、まずは目標ですけれども、１グ

ラムを減塩しようということで、食塩摂取と病気の関連についてのさらなる啓発活動、それ

から男性へのアプローチ、外食産業との連携による減塩活動の展開をしていきたいと考えて

おります。 

  そして、57ページをお開きください。 

  こちらは、先ほど説明をさせていただきましたけれども、乳幼児期から高齢期まで、６つ

のライフステージ別に分けてそれぞれ取り組みを掲載しています。 

  先ほど説明をさせていただきましたアンケート調査の実態からの課題、それから、前回の

計画の評価等を踏まえての取り組みをしてまいりますので、具体的な説明については、今回

は省略をさせていただきます。 

  そして、現在、こちらの資料ですと71ページで第７章が終わりますけれども、実は、ち

ょうどこの71ページと72ページの間に第８章を設ける予定で、こちらにはかいてき情報と

いうふうにちょっと今名前を検討しているのですけれども、例えば甲斐市の特産物の紹介、

あと、市内で運動ができる施設の情報、あと、県内で心の悩みも含めていろんな相談窓口の

一覧、たばことかお酒の情報なんかをちょっと15ページにわたって掲載をする予定で準備

をしております。 

  以上が計画の素案についてなんですけれども、今後の予定なんですが、１月16日から２

月10日の間、パブリックコメントで市民の皆様からご意見をいただきます。また、あわせ

まして、議員の皆様にもきょう用紙のほうは机の上に置いてあると思いますけれども、計画

に対する意見、提言書の用紙が机に今用意されていると思いますので、ご意見、提言等があ
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りましたら、お手数ですけれども、記載をしていただいて、今月の27日までに健康増進課

に提出をお願いしたいと思います。 

  市民の皆様の意見と合わせまして、修正等を行って、２月中には計画を決定していく予定

です。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で（４）第３次健康増進計画・第２次食育推進計画「健康・食育かいてきプラン」

（素案）についてを終了いたします。 

  次に、健康増進課のその他を行います。 

  健康増進課からその他報告等がありましたらお願いいたします。 

  ないですか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） 次に、健康増進課関係で委員より特にお聞きしたいことがありま

したらお願いいたします。 

  ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、以上で健康増進課関係のその他を終了いたします。 

  ここで暫時休憩といたします。再開は１時15分から。 

 

休憩 午後 零時０４分 

 

再開 午後 １時１２分 
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○副委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  なお、山本英俊委員は、早退の連絡がありましたので、報告いたします。 

  次に、（５）甲斐市立松島保育園に代わる民設民営法人の選定について、担当より説明を

お願いいたします。 

  島田課長。 

○子育て支援課長（島田 伸君） お疲れさまでございます。 

  子育て支援課から、甲斐市立松島保育園に代わる民設民営法人の選定につきまして説明を

させていただきます。 

  それでは、資料の５ページをお開きください。 

  初めに、経過でございますが、甲斐市立松島保育園は、耐震化、老朽化及び園庭等借用を

踏まえ、移転建てかえを計画しており、保護者及び地元住民の理解、また、意見等を聞く中

で、民設民営を行う法人を募集し、本市の保育園として最もふさわしい法人を選定したとこ

ろであります。 

  次に、手法でありますが、しきしま幼稚園跡地等を法人に10年間無償で貸し付けた上で、

国の保育所等整備交付金を活用し、園舎等建設を計画しております。 

  貸付地につきましては、①甲斐市中下条1839－１、宅地、2,490.97平方メートル、こち

らはしきしま幼稚園跡地になります。②中下条1840－４、宅地、996.48平方メートル、こ

ちらは市が昨年度購入した土地になります。①と②の合計敷地面積3,487.45平方メートル、

約1,055坪であります。 

  次に、審査過程等でありますが、昨年８月29日の委員会におきまして、法人募集の概要

等につきまして説明をさせていただき、９月５日から募集要項の配布を行いました。窓口で

の配布、市広報誌、また市ホームページで周知を行い、10月12日から10月28日まで受け付

けを行ったところ、保育園の運営に実績のある社会福祉法人４法人から応募がありました。 

  それでは、下の表、４、応募法人の概要をごらんください。 

  左の列から応募順となります。 

  １列目の社会福祉法人は、すみれ福祉会、代表者、清水悟、設立日、平成13年３月19日、

所在地、甲府市塩部４－４－１、現在運営している保育園は、認定こども園すみれ保育園、

資産の総額は１億4,921万円です。 

  ２列目の社会福祉法人は、宮前福祉会、代表者、浅原浩二、設立日、昭和45年３月31日、
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所在地、甲府市岩窪町614、現在運営している保育園は、宮前保育園と笛吹市指定管理の石

和第三保育所になります。資産の総額は６億381万円です。 

  ３列目の社会福祉法人は、さくら会、代表者、桜林幹夫、設立日、平成16年３月１日、

所在地、甲府市宮原町1191、現在運営している保育園は、本市の指定管理の竜王西保育園

であります。資産の総額は８億2,207万円です。 

  ４列目の社会福祉法人は、吉沢立正保育園、代表者、高橋栄斉、設立日、昭和31年３月

22日、所在地、甲斐吉沢705、現在運営している保育園は吉沢立正保育園です。資産の総額

は2,671万円になります。 

  それでは、上の３の審査過程等にお戻りください。 

  11月９日でございますが、法人候補者選定評価委員会第１次審査を事務局にて行いまし

た。法人から提出されました書類をもとに、募集要項に規定している資格要件に抵触してい

ないか、県警本部への照会や入札指名停止の照会を行い、また、書類に不備がないかなど、

厳正な審査を行いました。 

  次に、11月25日になります。第１次審査にて、４法人全ての法人が合格となり、第２次

審査を行いました。８人の委員の前で各法人がプレゼンテーション20分、質疑応答も15分

行いました。 

  次に、12月５日、最終審査を行いました。内容は、４つの法人の財務分析、また、法人

の選定につきましては、募集要項及び選定要領に基づき、委員８人の審査基準の合計点が最

も高い法人を選定しました。 

  なお、審査基準は、事業実施体制、施設整備計画、経営管理、総合評価などから、25項

目を評価点としており、特に保護者や近隣住民の要望に対する対応など、地域に根差した保

育園運営ができるかを重要視したところでございます。 

  評価委員会において選定した法人は、市長へ報告し、決定いたしました。 

  資料をまくっていただきまして、６ページをお開きください。 

  ５、選定法人でありますが、社会福祉法人さくら会、代表者、理事長、桜林幹夫、甲府市

宮原町1191、役員数は理事８名、監事２名、平成27年度から本市指定管理の竜王西保育園

を運営しております。 

  次に、今後の予定でございますが、１月18日、子ども・子育て会議に報告をいたします。 

  次に、１月から３月の予定でございますが、地元宮地区自治会役員会、また、松島保育園

保護者説明会を随時開催いたします。 
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  平成29年度は、松島保育園移転建てかえ地の老朽化に伴う擁壁改修工事及び水路改修工

事を予定しております。また、子供や保護者が円滑に保育を受けられるよう、引き継ぎ保育

を開始し、国・県と園舎等建設における交付金の事前協議も行ってまいります。 

  平成30年度は、その交付金を活用して、社会福祉法人さくら会が園舎建設等を行います。 

  平成31年度は、新保育園を開園するとともに、現園舎の解体工事を行います。 

  以上であります。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑ありませんか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） １つ、この子供の定員数は何人ぐらいになっているんでしょうかね。

ついでに保育士の数、どのくらいを予定されているのか。 

○副委員長（金丸幸司君） 島田課長。 

○子育て支援課長（島田 伸君） 新たに開園を予定している松島保育園につきましては、

130人を定員としております。保育士の数につきましては、一応、公立ではございませんの

で、私立ということの中で、社会福祉法人のほうで130人分の保育を運営できる保育士を確

保することになります。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ありますか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） もう一つ、今あちらこちらで問題になっていますけれども、子供の事

故、安全性について、ちょっと西保育園を管理をされていたんですね。何か西保育園のほう

でそういった問題があったかどうかということも懸念するんですが、いかがでしょうかね。

27年からやっているんですよね。１年ちょっとになるかな、１年半か。 

○副委員長（金丸幸司君） 塚田係長。 

○保育係長（塚田英仁君） 27年度から指定管理を行っていますけれども、事故等の報告は

一切受けておりません。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） ４法人が応募してきたようですが、こういう資料、募集要項等の配布

で、これ以外の者が来たところはありますか、４法人だけしか来なかった。 
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○副委員長（金丸幸司君） 塚田係長。 

○保育係長（塚田英仁君） こちらの４法人以外は来ておりません。 

○副委員長（金丸幸司君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） ４法人が来られて、資料を持っていって、全部が応募してきたという

ことですね。 

  前に聞いたかもしれませんが、審査の委員さん８人ですが、どういうメンバーでしたか。 

○副委員長（金丸幸司君） 塚田係長。 

○保育係長（塚田英仁君） こちらの法人候補者の選定評価委員につきましては、甲斐市の公

の施設指定管理選定評価委員会の条例に準じまして、指定管理選定評価委員に委嘱されてい

る委員さん、また、市の関連ある部長さんを評価委員として選定しております。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 具体的にどういう方ですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 塚田係長。 

○保育係長（塚田英仁君） 具体的に言いますと、副市長さん、税理士、中小企業診断士、ま

たもう一人も税理士、その方々が計３名で、あと関連した部長さんが４名という形で、計８

名の委員さんとなっております。 

○副委員長（金丸幸司君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 市の関係者が４人ですか。残りが税理士さんとかそういう方のようで

すが、その方たちの審査でプレゼンテーションをやったりしながら選定をされたようですが、

25項目にわたってということですが、これはさくら会が一番点数をとったということです

が、ちなみに次点との差はどのくらいあったわけですか。差し支えなければ点数等も発表し

ていただきたいと思いますが。 

○副委員長（金丸幸司君） 塚田係長。 

○保育係長（塚田英仁君） 選定要領に基づきまして、評価点の点数の公表は行っていない形

になりますので、ここでは差し控えさせてもらいます。 

  すみません、つけ加えいたしますが、差は12点ぐらいの差になっております。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 次点とは差が12点あったということですが、具体的にその項目ごと
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に点数がどうこうということまではないわけですが、総合的に点数がどうでということは、

例えば情報公開条例か何かでそれはできないということになっているわけですか。例えば一

般の方から、あるいはこの関係者から、内容を公表してほしいという、情報公開条例に基づ

いて申請があった場合に、それは開示するのかしないのか、その辺はどんなぐあいになって

いますか。 

○副委員長（金丸幸司君） 島田課長。 

○子育て支援課長（島田 伸君） 今回の松島保育園の選定につきましては、法人候補者選定

要領に基づきまして、選定結果の公表等ということの中で、公表とか、公表項目①応募団体

名から始まりまして、⑨の会議録というような項目となっております。その中で、その公表

ができるかどうかというのを定めているところでございます。その中で応募団体の評価点及

び順位につきましては、当該応募団体のみ公表するということで定めております。 

○副委員長（金丸幸司君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 応募団体から要求があれば、それはするということのようですが、ち

なみに応募法人の概要のところに、資産の総額が６億とか８億とか、少ないところは2,000

万とかという数字が出ていますが、これらはどうやって、この総額というのは調べたわけで

すか。申請に基づいてただ記載してあるわけですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 塚田係長。 

○保育係長（塚田英仁君） こちらの資産につきましては、法人登録してあります履歴事項の

全部証明書をもとにしまして、そちらのほうから記載をさせていただいております。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 今度選定されたさくら会さんが一番多いわけですけれども、見ますと、

指定管理で西保育園も管理されているということの事業のようですが、そうするとあれです

かね、西保育園はもちろん市の施設ですし、こんな８億もある資産というのは何を持ってい

らっしゃるんですか。これ以外にも何か事業というのはやっているわけですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 島田課長。 

○子育て支援課長（島田 伸君） 甲府市のほうで特別養護老人ホームを経営されていらっし

ゃいます。 

○副委員長（金丸幸司君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） そうすると、市の事業というのは、今までは特別養護老人ホームを法
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人として経営をされていたと。できればそういうこともですね、報告をしていただきたかっ

たわけですが。保育園とすれば、じゃ、西保育園の指定管理をされていると。保育園事業と

すればこれだけということですか。もう少し内容を、このさくら会の内容というかね、教え

ていただきたいと思います。 

○副委員長（金丸幸司君） 島田課長。 

○子育て支援課長（島田 伸君） 保育園としましては、竜王西保育園のみということになり

ます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 

  金丸寛議員。 

○議員（金丸 寛君） 今、さくら会さんが決まったというお話なんですが、その中で西保育

園が市の指定管理ということで、既に稼働しているという状況の中で、我々、私の場合は地

元です、西保育園の。そういったときにはいろいろな行事をやられるときに、以前とは違っ

て、市営のときとは違って、指定管理になったせいなのかどうなのかはわからないんですが、

お二人ほどでその案内状等をいろいろ持ってきてくださるようなところが、新たにですね、

指定管理になったことによって、そういったことをやっていただいているんですが、地元と

いいますか、地元の一員としては、郵送とか何とかでお知らせを、あるいは電話でもいいか

なと思うんですが。わざわざそこまで、そういったところに労力を割いていただくよりは、

保育内容のほうで頑張っていただいたほうがよろしいかなというような感じを受けておりま

す。 

  そういったところを、やはり市のほうでも、任せきりじゃないと思うんですが、その辺の

保育内容を含めて、精査といいますか、コミュニケーションをとりながら、これはちょっと

やり過ぎじゃないか、無駄じゃないかというようなことは、ぜひ指導といいますか、アドバ

イスといいますか、そういったものをやっていただいたほうが、地域との密着というところ

で考えていらっしゃるかと思いますけれども、ちょっとやり過ぎだなという感じがしており

ますので。そこまでやる必要はないというようなことは思いますので、ぜひその辺の指導を

お願いしたいと思っております。よろしくお願いします。 
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○副委員長（金丸幸司君） 要望として。 

○議員（金丸 寛君） 要望で。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

  内藤議員。 

○議員（内藤久歳君） 現園舎の解体についてですけれども、あそこは借地だと思うんですね、

松島保育園のね。その後、その跡地の処理とかそういうものの予定というのは、当然、地主

に返還するのか、あるいは取得するのかという、そういう問題が出ると思いますけれども、

解体後の跡地の処理についての予定というかあれも。 

○副委員長（金丸幸司君） 島田課長。 

○子育て支援課長（島田 伸君） 跡地につきましては、園庭につきましては、園舎を解体し

たら地権者の方にお返しする、駐車場用地につきましてもお返しすることになっております。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

  斉藤議員。 

○議員（斉藤芳夫君） 今、定員を130人という予定だというふうに言っていましたけれども、

今現状は何人いるんですかね。 

○副委員長（金丸幸司君） 島田課長。 

○子育て支援課長（島田 伸君） 入所人員は92名います。 

○副委員長（金丸幸司君） 斉藤議員。 

○議員（斉藤芳夫君） それで、入所希望というのはまだ、この古い松島保育園で入所希望を

とってあるわけですよね、もう。来年４月からのは。ということは、園舎ができるまでは古

くても来るという、新しい希望は何人ぐらいですか。今、130から九十何人というと、残り

の分、満杯ですか。現状は、現状のままだと、新しくなると130人、現状のままだと幾らで

すか、それじゃ。 

○副委員長（金丸幸司君） 塚田係長。 

○保育係長（塚田英仁君） 現状は106名の予定になっております。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

  長谷部議員。 

○議員（長谷部 集君） この新しい保育園ができるときに、保育士の問題なんですけれども、

現状の松島保育園の職員は市の職員、正職員と一般非常勤職員だと思うんですけれども。新

しくできる、さくら会が運営が始まったときには、今いる保育士が引き継ぎで何人かもしか
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したらさくら会のほうに移るのかもしれないですけれども、市のほうも保育士が不足してい

るということもあるので、基本的には松島保育園で働いている市の職員は、全員ほかの市の

保育園に移って、新しいさくら会の保育園は、さくら会のほうで保育士を全部用意すると、

そういう考え方でよろしいのでしょうか。 

○副委員長（金丸幸司君） 島田課長。 

○子育て支援課長（島田 伸君） そのとおりでございます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で（５）甲斐市立松島保育園に代わる民設民営法人の選定についてを終了いたします。 

  次に、子育て支援課のその他を行います。 

  子育て支援課からその他報告がありましたらお願いいたします。 

〔「ないです」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（金丸幸司君） 次に、子育て支援課関係で委員より特にお聞きしたいことがあり

ましたらお願いいたします。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、以上で子育て支援課関係を終了いたします。 

  ここで暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 １時３６分 

 

再開 午後 １時３７分 

 

○副委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、（６）第２次甲斐市地域福祉計画（素案）について、担当より説明をお願いいたし

ます。 

  樋口課長。 

○福祉課長（樋口 充君） お疲れさまでございます。 

  第２次甲斐市地域福祉計画（素案）につきまして説明をさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 
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  第２次甲斐市地域福祉計画の策定につきましては、庁内関係課の担当係長と13名のメン

バーでワーキング会議を設置させていただき、協議をいたしました。また、甲斐市保健福祉

推進協議会を３回開催し、委員さん方にこの素案をご協議いただいたところでございます。 

  第２次甲斐市福祉計画につきましては、第１章から第５章で構成をされております。 

  １ページをお願いいたします。 

  第１章につきましては、策定の背景と目的でございます。 

  この計画は、社会福祉法に基づいて各市町村が策定する計画と位置づけられているもので

ございます。また、第２次甲斐市総合計画、第２次甲斐市障がい者計画を初め、他の関連計

画と整合性を持って、この第２次甲斐市地域福祉計画を策定させていただいたところでござ

います。 

  ５ページから32ページの第２章につきましては、甲斐市の地域福祉を取り巻く現状とし

て、人口、世帯、生活保護、児童、高齢者、障がい者に関する福祉の現状と、昨年７月に実

施いたしましたアンケート調査結果でございます。 

  ５ページをお願いいたします。 

  ５ページから７ページの福祉に関する甲斐市の現状ですが、人口は、平成23年度以降微

増減を繰り返し、世帯数は増加傾向にございますが、平均世帯人数は減少傾向にあります。

また、ひとり親世帯につきましては、微増減を繰り返しております。生活保護につきまして

は、増加傾向にございます。 

  ８ページをお願いいたします。 

  ８ページから11ページの児童福祉に関する現状ですが、児童人口の推移については、小

学校の児童数は今年度微増となりましたが、中学校生徒につきましては減少傾向にございま

す。出生数の推移につきましては減少傾向にありましたが、平成27年度は増となりました。 

  平成27年度の相談件数ですけれども、3,533件の相談があり、養護相談が全体の66％をお

さめております。また、自立支援相談については650件の相談があり、25％弱が解決してい

ますが、継続した支援が必要となっております。 

  12ページからお願いいたします。 

  12ページから14ページの高齢者福祉に関する現状ですが、高齢者数、高齢化率、ひとり

暮らし高齢者数、要支援・要介護認定者数とも増加傾向にございます。 

  次に、15ページから18ページをお願いいたします。 

  15ページ、障がい者福祉に関する現状ですが、身体障害者手帳を所持している方が平成
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28年は2,424人となっていまして、平成23年以降増減を繰り返しております。知的障がい者

の状況ですが、養育手帳を所持している方が平成28年は395人となっていまして、平成23年

と比べまして37人多くなっております。 

  障がい者の状況ですが、精神障がい者の状況ですが、精神障害者保健福祉手帳を所持して

いる方が平成28年は514人となっていまして、平成23年以降増加傾向にございます。 

  19ページから32ページのアンケート調査結果につきましては、恐れ入りますが、後ほど

ご一読をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  では、33ページをお願いいたします。 

  第３章につきましては、計画の基本理念と目標でございます。 

  基本理念は、地域福祉は地域で暮らす誰もが、住みなれた地域でお互いに支え合い、自立

した生活を送るために必要不可欠なもので、一人一人がともに助け合いながら、第２次甲斐

市総合計画の福祉・健康分野において掲げられております健やかで心ふれあう安心に暮らせ

るまちの基本目標達成をするための根幹となる考えとなっております。 

  これらを踏まえまして、「一人ひとりが手をつなぎ ぬくもりあふれる福祉のまちづく

り」を基本理念といたしました。 

  基本目標ですが、大きく４つの柱がございます。 

  １つ目が人とのつながりと支え合いを大切にしたまちづくり、２つ目が地域生活を支える

協働のまちづくり、３つ目が誰もが利用しやすい福祉サービスが提供できるまちづくり、４

つ目が安全で安心して暮らせる快適なまちづくり、これらの四本柱が基本目標となっており

ます。 

  34ページをお願いいたします。 

  施策の体系ですが、１つ目の人とのつながりと支え合いを大切にしたまちづくりは４つの

基本施策、２つ目の地域生活を支える協働のまちづくりは２つの基本施策、３つ目の誰もが

利用しやすい福祉サービスが提供できるまちづくりは２つの基本施策、４つ目の安全で安心

して暮らせる快適なまちづくりは４つの基本施策の体系となっております。 

  35ページから43ページの第４章につきましては、推進のための施策になっております。 

  35ページをお願いいたします。 

  基本目標１、人とのつながりと支え合いを大切にしたまちづくりの基本施策（１）地域福

祉への意識啓発につきましては、広報・啓発活動、地域や学校での福祉教育を通じて意識啓

発を推進してまいります。 
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  基本施策の（２）地域での交流と生きがいづくりにつきましては、気軽にあいさつができ

る地域づくりや、ふれあい・交流の場と機会の提供を通じて、地域の交流と生きがいづくり

の支援をしてまいります。 

  36ページの基本施策（３）地域での協力体制の構築につきましては、地域活動への参加

促進や地域全体でのかかわりによる支え合い、見守り活動の支援に努めます。 

  基本施策４のボランティア活動の推進につきましては、ボランティア意識の啓発や、ボラ

ンティア団体やＮＰＯの情報交換や交流を促進し、ネットワークの構築を支援いたします。 

  37ページの基本目標２、地域生活を支える協働のまちづくりの基本施策（１）地域福祉

ネットワークの充実につきましては、住民の自治会加入の促進を通じた体制の整備、地域活

動や団体間の連絡強化、地域活動の拠点整備等の支援を行います。 

  38ページの基本施策、（２）地域を支える担い手づくりにつきましては、社会福祉協議

会との連携、民生委員・児童委員の活動支援、地域ボランティアなど担い手の育成支援を通

じて地域を支える担い手づくりを推進します。 

  39ページの基本目標３、誰もが利用しやすい福祉サービスが提供できるまちづくりの基

本施策（１）サービスが利用しやすい仕組みづくりにつきましては、情報媒体を用いた情報

提供の充実や住民ニーズの把握とサービスへつなぐ体制の整備を通じて、サービスが利用し

やすい仕組みづくりを推進します。 

  40ページの基本施策（２）誰もが相談しやすい体制づくりにつきましては、相談窓口の

充実、相談支援体制の強化に努め、誰もが相談しやすい体制づくりを目指します。 

  41ページの基本目標４、安全で安心して暮らせる快適なまちづくりの基本施策（１）す

べての人にやさしいまちづくりにつきましては、高齢者が安心した生活ができる環境づくり、

障がいに対する正しい理解の促進や権利擁護に関する啓発、諸制度の利用促進、また、未来

を担う子供たちが安心して暮らせるよう、環境の整備に努め、やさしいまちづくりを推進し

ます。 

  42ページ、基本施策（２）健康で暮らせるまちづくりにつきましては、地域での健康づ

くりの推進や地域医療体制を充実することで、健康で暮らせるまちづくりを推進します。 

  基本施策（３）住みやすいまちづくりにつきましては、清潔で住みやすい環境の整備、道

路環境の整備、外出・移動手段に対する支援を充実し、住みよいまちづくりを推進いたしま

す。 

  43ページの基本施策（４）安心して暮らせるまちづくりにつきましては、災害時や緊急
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時の支援体制の充実、防犯体制の整備をする中で、地域全体で防災・防犯対策に取り組み、

安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

  45ページをお願いいたします。 

  第５章につきましては、計画の推進に向けてになります。 

  多様な地域課題や住民ニーズに対応した地域福祉を推進していくため、地域住民や関係団

体と連携し、地域福祉活動に参加できるよう、情報の提供など必要な支援を行うなどして計

画に取り組んでまいります。 

  資料編になりますが、47ページをお願いいたします。 

  策定の経過ですけれども、６月24日の第１回甲斐市保健福祉推進協議会を皮切りに、計

画の策定をスタートいたしました。議会のほうにつきましては、厚生環境常任委員会の委員

さん方に、５月にこの計画の策定についてご協議したところでございます。 

  ８月にワーキング会議を立ち上げ、この素案について協議をいたし、12月20日に第３回

甲斐市保健福祉推進協議会でご協議をいただきました。 

  本計画につきましては、１月16日から２月10日までパブリックコメントを実施いたしま

す。こちらは既に広報の１月号に掲載をさせていただいております。市のホームページ、ま

た冊子等も、福祉課、敷島支所、双葉支所の市民地域課の窓口でも閲覧できるような体制で

ご意見を伺うことになっております。 

  ２月に入りまして、それらのパブリックコメントの状況等もご報告する中、計画の成案を

まとめたいと考えております。 

  ３月に印刷製本、計画の公表というスケジュールで今後進めてまいりたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

  なお、お手元に本日事務局から配付させていただきました、この計画に対する意見、提言

書がございましたら、委員さん方にお願いをいたしまして、１月27日の金曜日までに福祉

課のほうへご提出をお願いしたいと思っております。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） 委員の質疑がなければ終了いたします。 
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  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で（６）第２次甲斐市地域福祉計画（素案）についてを終了いたします。 

  次に、（７）第２次甲斐市障がい者計画（素案）について、担当より説明をお願いいたし

ます。 

  樋口課長。 

○福祉課長（樋口 充君） 引き続きよろしくお願いいたします。 

  第２次甲斐市障がい者計画（素案）につきましてご説明をさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

  第２次甲斐市障がい者計画の策定につきましては、障がい当事者、障がい福祉関係団体、

福祉サービス事業者、身体障がい者・知的障がい者相談員、学識経験者の計13名のメンバ

ーでワーキング会議を設置させていただきました。 

  このワーキング会議は、既に３回開催し協議をしております。また、甲斐市保健福祉推進

協議会も３回開催させていただき、委員さん方にこの素案についてご協議をいただいたとこ

ろでございます。 

  第２次甲斐市障がい者計画につきましては、第１章から第５章で構成をされております。 

  それでは、１ページをお願いいたします。 

  第１章につきましては、計画の概要でございます。 

  この計画は、障害者基本法に基づいて各市町村が策定する計画と位置づけられているもの

でございます。また、第２次甲斐市総合計画、第２次甲斐市地域福祉計画を初め、他の関連

計画と整合性を持って、この第２次甲斐市障がい者計画を策定させていただいたところでご

ざいます。 

  ３ページをお願いいたします。 

  第２章につきましては、障がい者を取り巻く現状と、昨年７月に実施いたしましたアンケ

ート調査結果でございます。 

  甲斐市の人口の状況、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者の状況をまとめたもの

でございます。 

  ４ページをお願いいたします。 
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  身体障がい者の状況ですが、身体障害者手帳を所持している方が平成28年は2,424人とな

っていまして、平成23年以降微増減を繰り返しております。 

  ６ページ、７ページをお願いします。 

  知的障がい者の状況ですが、療育手帳を所持している方が平成28年は395人となっていま

して、平成23年と比べまして37人多くなっています。 

  精神障がい者の状況ですが、精神障害者保健福祉手帳を所持している方が平成28年は514

人となっていまして、平成23年以降増加傾向にございます。 

  ８ページから26ページのアンケート調査結果につきましては、恐れ入りますが、後ほど

ご一読をいただきたいと思います。 

  それでは、27ページをお願いいたします。 

  第３章につきましては、計画の基本的な考え方でございます。 

  基本理念は、障害者福祉の推進として、障がいの有無にかかわらず、相互に人格と個性を

尊重し、安心して暮らせることのできる地域社会を目指しております。また、現行の国の障

害者基本計画や山梨県障害者計画の理念にも、共生社会の実現が掲げられております。これ

らを踏まえまして、地域社会でともに生き、支え合う共生のまちづくりを基本理念といたし

ました。 

  基本目標ですが、大きく３つの柱がございます。 

  １つ目が心ふれあう共生のまちづくりの推進、２つ目が健やかで安心して生活できるまち

づくりの推進、３つ目が自立支援と社会参加の促進、これらの三本柱が基本目標となってお

ります。 

  28ページ、29ページをお願いいたします。 

  施策の体系と展開ですが、１つ目の心ふれあう共生のまちづくりの推進は、２つの主要施

策と６つの基本施策、２つ目の健やかで安心して生活できるまちづくりの推進は、３つの主

要施策と９つの基本施策、３つ目の自立支援と社会参加の促進は、３つの主要施策と６つの

基本施策の体系となっております。 

  31ページから43ページの第４章につきましては、基本計画になります。 

  31ページをお願いいたします。 

  基本目標１、心ふれあう共生のまちづくりの推進の主要施策（１）相互理解の促進につき

ましては、基本施策として、広報・啓発活動の推進では、障がいに関する正しい知識の啓発、

障がいの特性の理解や団体の育成に努めます。 
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  32ページの交流・ふれあいの促進では、交流活動の充実、交流の場の環境整備に努めま

す。 

  福祉教育の推進では、ボランティアの参加づくり、支援学校と地域の小学校の交流、推進

に努めます。 

  協働体制の整備では、地域ボランティア団体等への情報提供、講演会の実施や活動紹介に

努めます。 

  33ページの主要施策（２）差別解消及び権利擁護の推進につきましては、基本施策とし

て、障がいを理由とする差別の解消の推進では啓発活動を行い、権利擁護の推進では制度の

利用促進に向け普及啓発を行います。 

  34ページ、基本目標２、健やかで安心して生活できるまちづくりの推進の主要施策

（１）生活環境の整備につきましては、基本施策として、ユニバーサルデザインの推進では、

施設や道路環境の整備に努めます。 

  35ページの住宅環境の向上では、住宅の確保や住宅改修補助制度の周知に努め、防災・

防犯体制の整備では防災意識の向上、関係機関と情報提供を共有する中、体制づくりの強化

を図ってまいります。 

  36ページの主要施策（２）障がい福祉サービスの充実につきましては、基本施策として、

ライフステージに応じた支援体制の充実、関連機関と連携し、相談支援の充実を図ってまい

ります。 

  37ページの在宅福祉サービス等の充実では、訪問系サービス、日中活動系サービスなど

の充実を図ります。 

  38ページの福祉施設の整備促進では、県と連携しながら推進をいたしまして、また、受

け入れ体制の強化・拡充に努めます。 

  サービスの質の向上等では、各種講習会、研修会への参加を促し、資質の向上に努め、人

材の確保・育成を図っていきたいと思っております。 

  39ページの主要施策（３）保健・医療サービスの充実につきましては、基本施策として、

障がいの予防、早期発見・早期治療では、各種保健事業の実施、健診結果による事後指導体

制や相談指導体制の充実に努めていきます。 

  医療の充実では、地域医療機関や専門医療機関等と連携して、切れ目のない支援を図りま

す。 

  41ページの基本目標３、自立支援と社会参加の促進の主要施策（１）教育の充実につき



－43－ 

ましては、基本施策として、障がい児支援の充実では、早期療育の充実、相談・指導の充実、

支援環境の整備に努めます。 

  42ページ、主要施策（２）就労・雇用の促進につきましては、基本施策として、障がい

者雇用の促進では、関係機関と連携を図り、雇用に関する啓発を行い、雇用の拡大に努めま

す。 

  障がいの特性に応じた就労支援では、事業所の確保、物品調達や働く体験の場の提供の充

実に努めます。 

  43ページの主要施策（３）社会参加の促進につきましては、基本施策として、スポー

ツ・文化活動の振興では参加への支援をし、情報のバリアフリー化では情報環境の充実、手

話の普及促進に努めます。 

  移動環境の整備につきましては、外出や移動等の支援の充実に努めます。 

  45ページをお願いいたします。 

  第５章につきましては、計画の推進になります。 

  障がいのある人が住みなれた地域で安心して生活していく地域社会を実現していくため、

福祉分野のみではなく、保健・医療・教育など、さまざまな分野と連携をするとともに、障

がい者団体、ボランティア団体との連携をし、計画を推進していく予定でございます。 

  資料編になりますが、50ページをお願いいたします。 

  策定の経過ですが、６月24日の第１回甲斐市保健福祉推進協議会を皮切りに計画の策定

をスタートいたしました。議会のほうにつきましても、地域福祉計画同様、厚生環境常任委

員会の委員さん方に、５月にこの計画の策定についてご協議をしていただいたところでござ

います。 

  ８月にワーキング会議を立ち上げまして、今までに３回にわたり、この素案について協議

を重ねてまいりました。 

  また、甲斐市内の障がい者団体、大きく４つの団体がございますが、９月には甲斐市聴覚

障害者協会、10月に甲斐市障がい児（者）地域支援連絡会オアシス、こちらは主に障がい

児のお子様をお持ちになりますお父様、お母様方で構成されている団体でございます。また、

甲斐市視覚障害者協会、11月に甲斐市障害者福祉会の皆様と意見交換会を開催いたしまし

た。 

  12月20日に第３回甲斐市保健福祉推進協議会でご協議をいただいたところでございます。 

  本計画につきましても、地域福祉計画と同様、１月16日から２月10日までパブリックコ
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メントを実施し、ご意見を伺うことになっております。 

  ２月に入りまして、それらのパブリックコメントの状況等もご報告する中で、計画の成案

をまとめたいと考えております。 

  ３月に印刷製本、計画の公表というスケジュールで、今後進めてまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

  また、地域福祉計画と同様に委員さん方のご意見、ご提言等がございましたら、恐れ入り

ますけれども、１月27日の金曜日までに福祉課のほうへまたご意見等を提出をいただきた

いと思っております。よろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○副委員長（金丸幸司君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 

  横山議員。 

○議員（横山洋介君） すみません、先ほどもそうだったんですけれども、今回２次の計画と

いうことで、１次の、28年までですから、まだ終わってはいないとは思うんですけれども、

その数値結果というのは出てくるのでしょうか。 

○副委員長（金丸幸司君） 樋口課長。 

○福祉課長（樋口 充君） 地域福祉計画につきましては、毎年、市の保健福祉推進協議会が

開催されているわけですけれども、そちらの当初の部分で毎年毎年それぞれの事業の検証結

果は報告をさせていただいているところでございます。また、障がい者計画につきましては、

３年に一度、障がい者の計画を立てているわけですけれども、こちらの計画とはまた別に３

年で計画を立てておりますが、そちらのほうで数字等を掲げ、結果等の検証をさせていただ

いているというところでございます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

  横山議員。 

○議員（横山洋介君） であれば、例えば今回２次計画のときに、既に数字目標というのは出
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していなくて、毎回毎回それで、障がいであれば３年に１回、福祉であれば１年に１回ずつ

数値目標を出してその検証をされていくということで、この続きちょっと、またあれになる

からどうしようかな。そういった検証をされているというだったとは思うんですけれども、

例えば、今回障がいのことですから、雇用についての事業所を増やすと書いてありますけれ

ども、じゃ、何件に増やすとか、そういったことを具体的に３年に１回やったりとかもして

いるということで、解釈でよろしいということですね。 

○副委員長（金丸幸司君） 樋口課長。 

○福祉課長（樋口 充君） 今、議員のほうからお話がありました、障がい者の部分について

は、障がい福祉分野につきまして３年に１回の計画の中で数字を決めさせていただきまして、

毎年毎年そういう数字に対して検証を行っているような状況でございます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で（７）第２次甲斐市障がい者計画（素案）についてを終了いたします。 

  次に、福祉課のその他を行います。 

  福祉課からその他報告等がありましたらお願いいたします。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） 次に、福祉課関係で委員より特にお聞きしたいことがありました

らお願いいたします。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、以上で福祉課関係を終了いたします。 

  ここで暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 ２時０６分 

 

再開 午後 ２時０７分 

 

○副委員長（金丸幸司君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、（８）平成28年度在宅介護実態調査及び介護予防・日常生活圏域ニーズ調査につ

いて、担当より説明をお願いいたします。 
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  飯沼課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お疲れさまでございます。 

  それでは、長寿推進課から、平成28年度在宅介護実態調査及び介護予防・日常生活圏域

ニーズ調査について説明をさせていただきます。 

  資料の７ページをお願いいたします。 

  介護保険事業計画の策定につきましては、人口統計等を活用した今後の要介護者数の推計

に加えまして、保険給付の実績把握と分析、また、アンケート調査の実施、地域ケア会議の

活用など、さまざまな方法によりまして、市内の要介護者などの実態を把握し、３年ごとに

計画の見直しを行っております。 

  計画期間を平成30年度から平成32年度とする次期計画、第７期介護保険事業計画の策定

につきましては、介護者などの実態を把握するための在宅介護実態調査と地域診断のための

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の２つの調査を実施し、その結果を計画策定の基礎資料

といたします。 

  また、本計画の策定とあわせまして、第８次高齢者保健福祉計画を策定する予定となって

おります。 

  なお、２つの調査のうち、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査につきましては、今回の調

査から、全国的に調査手法を統一し、調査結果を地域包括ケア「見える化」システムへ登録、

活用することとなっております。 

  地域包括ケア「見える化」システムは、都道府県、市町村における介護保険事業計画など

の策定、実行を総合的に支援するための情報システムであります。介護保険に関連する情報

などを本システムに一元化することにより、地域間比較などによる現状分析を行い、自治体

の課題抽出がより可能となる、同じような課題を抱えている他の自治体の取り組み事例など

を参照でき、本市に適した施策を検討しやすくなる、都道府県、市町村の関係者が一元化さ

れた情報を閲覧することができ、課題意識の共有、検討状況の共有が可能となり、連携が可

能になるなどのメリットがありまして、今後の施策などに役立つものと考えております。 

  それでは、次に、在宅介護実態調査について説明をさせていただきます。 

  まず、目的でございますが、これまでの地域包括ケアシステムの構築という観点に加えま

して、介護による離職をなくしていくためにはどのようなサービスが必要かといった観点を

盛り込むため、高齢者などの適切な在宅サービスの継続、家族などの介護者の就労の継続の

実現に向けた介護サービスのあり方を検討することを目的としております。 
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  ８ページをお願いいたします。 

  次に、対象者でございますが、要介護１から要介護５の要介護認定を受けている人のうち、

在宅で生活をしている高齢者1,500人を無作為に抽出します。 

  調査項目につきましては、大きく２つに分かれます。１つは、国が示す基本調査項目と国

が示した任意項目の中から、市が選択をしましたオプション項目、もう一つは、市の現状把

握と課題などを検討するために設ける市独自の項目でありまして、介護保険制度全般につい

ての満足度、自宅で介護は難しいと言われている理由、介護する上で困っていること、安心

して在宅で介護を続けていくために必要なものなどについてお聞きする予定となっておりま

す。 

  次に、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査について説明をさせていただきます。 

  まず、目的でございますが、地域の高齢者の状況を把握することで、地域の課題を明らか

にし、目標設定を行うと同時に、介護予防事業に導くことが必要である高齢者を把握するこ

とを目的としております。 

  対象者につきましては、要介護認定を受けていない高齢者2,000人を無作為に抽出します。

この中には、要介護状態にならないように日常的に生活支援を必要とする要支援者などを含

んでおります。 

  調査項目につきましては、先ほどの在宅介護実態調査と同様に、国が示します必須項目と、

国が示しました任意項目の中から市が選択をしたオプション項目、また、市が行う事業など

の分析、検討に活用するための市独自の項目であります。市の独自項目といたしましては、

介護が必要になったときに希望する介護の内容、通院や買い物などの生活支援、介護予防サ

ービスについてのニーズについてお聞きする予定となっております。 

  最後に、調査スケジュールについて説明をさせていただきます。 

  調査期間は、今月下旬から２週間を予定しております。調査表を郵便で郵送し、返信用封

筒で回収をいたします。回収した調査表を集計、分析し、３月中旬までにアンケート調査結

果を取りまとめる予定となっております。また、民生委員さんには、本調査の実施につきま

して情報提供をさせていただきまして、担当地区の高齢者の方から調査について尋ねられた

場合には、調査表の記載についてご協力いただけるようお願いをする予定となっております。 

  なお、調査結果につきましては、厚生環境常任委員会へ報告をさせていただきたいと思っ

ております。 

  以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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○副委員長（金丸幸司君） 当局の説明が終わりました。 

  質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑ありませんか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 実態調査でありますけれども、具体的に調査表はもう出ているんです

よね。ここへ掲示をしてありますかね。 

○副委員長（金丸幸司君） 飯沼課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  市では、今回の保健事業計画以外にもたくさんの計画を策定しておりまして、今までの経

緯を見ましたら、こういった席で調査表のほうを委員会のほうに提示をしていないというよ

うな内容でしたので、今回も控えさせていただきました。 

  以上でございます。 

○副委員長（金丸幸司君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 提出できない理由は何ですかね。いろいろと膨大なものになるわけ、

調査表が。 

○副委員長（金丸幸司君） 飯沼課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） ただいま策定中でございまして、まだ確定したものをお見せ

することができませんので、申しわけありませんが、ご理解のほどをよろしくお願いいたし

ます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに委員で質疑はありますか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） すみません、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査というところで、対

象者は要介護認定を受けていない高齢者ということなんですけれども、この高齢者の対象年

齢というのは何歳以上くらいになるんですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 飯沼課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  対象者は65歳以上の高齢者となっております。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに質疑等ありますか。 

〔発言する者なし〕 
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○副委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ありますか。 

  横山議員。 

○議員（横山洋介君） 在宅介護実態調査なんですけれども、目的として、家族等の介護者の

就労継続の実現に向けた介護サービスのあり方を検討するということで、対象者が高齢者に

向けて出すんですけれども、この調査項目の中で、家族が答える部分というのはあるんでし

ょうか。 

○副委員長（金丸幸司君） 飯沼課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  抽出は1,500人を抽出いたしますけれども、調査項目の中でご本人にお答えいただく部分

と、介護者の方にお答えいただく部分と、二本立てになっております。 

  以上でございます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに傍聴議員に質疑等ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で（８）平成28年度在宅介護実態調査及び介護予防・日常生活圏域ニーズ調査につ

いてを終了いたします。 

  次に、長寿推進課のその他を行います。 

  長寿推進課からその他報告等がありましたらお願いいたします。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） 次に、長寿推進課関係で委員より特にお聞きしたいことがありま

したらお願いいたします。 

  滝川議員。 

○議員（滝川美幸君） 民生委員さんのことでちょっと要望なんですけれども、私も民生委員

をしているときに、私のほうから担当している高齢者の方というのは割と把握できるんです

が、その当人の高齢者の方から、自分の担当している民生委員さんが誰であるかということ

がなかなか、地域によって差があるかもしれませんけれども、把握していることが少なくて、

ここの地区の民生委員さんは誰だっけなという話がよく出ることがありまして。これは自治

会の問題かもしれませんけれども、できましたら、すぐには不可能であっても、例えばその
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地域に、民生委員さんがこの担当の、あなたの担当の民生委員さんは誰々ですという何かシ

ールみたいなものをね、前に名刺はいただいたことがあるんですけれども、そうではなくて、

よく目につくところに張っておけるような、マグネットでちょっとどこかに張れるような、

そういうものをちょっとつくっていただいて、各自治会に配布していただけると、もう少し

民生委員さんが活動しやすいのかななんていうことも感じることが多くありましたので、ま

たそういうことも検討していただきたいなと、ちょっとこの場で要望として意見を言わせて

いただきます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかにありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、以上で長寿推進課関係を終了いたします。 

  ここで暫時休憩といたします。 

  再開は、２時半に再開いたします。よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午後 ２時２０分 

 

再開 午後 ２時３０分 

 

○副委員長（金丸幸司君） それでは、引き続き会議を再開いたします。 

  次に、（９）甲斐市環境基本計画（改訂版）（素案）の策定について、担当より説明をお

願いいたします。 

  小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 大変ご苦労さまです。 

  それでは、環境課より、環境基本計画の改定版の素案の策定についてということで説明を

させていただきます。 

  資料につきましては、９ページになります。 

  まず１としまして、経過でございます。 

  現行の環境基本計画については、平成23年度中に策定され、平成24年度から平成33年度

までの10年間を計画期間としているところですが、策定以後５年が経過し、その間には社

会情勢の変化や環境保全に関する市民の意識・生活スタイルの変化が進むとともに、本市に

おいても第２次甲斐市総合計画を初め、バイオマス活用推進計画、それからバイオマス産業
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都市構想等、新たな環境施策の方向性が示される状況となりました。 

  ２としまして、計画策定の目的でございます。 

  環境基本計画の見直しについては、社会情勢を初めとしたさまざまな変化の発生を想定し、

中間年に当たる平成28年度中に見直しを行うことが策定時から予定されておりました。 

  市政を推進するための最上位の計画である、新たな第２次総合計画との整合性はもちろん、

ほかの計画、構想との整合性を図り、環境基本計画の内容を継承しつつ、現状に即したもの

に見直すことにより、新たな市の環境施策の方向性を示し、推進することを目的としており

ます。 

  ３としまして、計画内容及び構成でございます。 

  環境基本計画は、平成17年度に策定された第１次甲斐市総合計画において市の将来像と

して掲げられている「緑と活力あふれる生活快適都市」実現のため、総合計画を環境部門か

ら支える計画として策定されております。 

  今回策定する甲斐市環境基本計画（改訂版）は、この環境基本計画の位置づけを踏襲しつ

つ、策定後５年間における施策の実施状況を評価・確認した上で、平成29年度から平成33

年度までの計画期間における環境施策のあり方について必要な見直しを加えるものでありま

す。 

  そのため、基本的な厚生では、見直しの前後における関連性、連続性を担保しつつ、バイ

オマス産業都市構想や食品ロス問題への取り組みを初めとした新たな環境施策を取り入れる

とともに、機構改革による所管課の変更や環境指標の見直しを行ったところでございます。 

  めくっていただいて、10ページになります。 

  ４としまして、甲斐市環境基本計画（改訂版）（素案）の概要であります。 

  当初の基本計画においては６つの章での編成をしておりましたが、その１つの章の中には、

各世代や事業所等からのアンケートによる意識調査結果を１つの章としておりましたが、今

回改訂については、当初計画の中間見直しということであり、当初の基本計画の内容、方針、

方向性を継承することから、独自のアンケートや意識調査を実施せず、第２次総合計画の内

容を見直し案に反映することとして、省略をしたところであります。ということで、今回の

改訂版については、５つの章の編成となっております。 

  まず、第１章、基本的事項でございますが、一般的に新たな計画を策定するときには、計

画策定の背景及び趣旨ということになりますが、今回は見直しということであり、お手元の

ほうに素案がございますが、素案のほうの２ページになります。 
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  素案の２ページ、左側になりますが、第１節として、計画の趣旨と見直しの背景とさせて

いただきました。 

  次に、素案の５ページ、めくっていただきまして、右側、５ページになりますが、第２節、

計画の位置づけをごらんください。 

  環境基本計画の上位計画である第２次総合計画、それから、左側、関連計画において、バ

イオマス産業都市構想及び景観計画、下にいきまして、下位計画にバイオマス活用推進計画

及び災害廃棄物処理基本計画を修正・追加しました。 

  次に、素案８ページになります。 

  ８ページ、第５節ということで、計画の期間でございますが、平成29年度より33年度ま

でを改訂期間としております。ここの表が環境基本計画（改訂版）ということで、文字のほ

うは33年度までありますが、帯グラフのほうがちょっと37年度のほうまで入ってしまいま

したので、今後こちらは直す予定でおります。 

  続きまして、第２章に移ります。 

  第２章については、甲斐市の概況ということで、甲斐市の位置や人口等について、可能な

限り新しい数値としました。 

  それから、第３章になります。 

  第３章についても、環境の状況ということで、例年実施している環境測定の結果やごみの

排出量等の数値を可能な限り新しい数値としたところでございます。 

  次に、第４章、計画の目標でありますが、素案につきましては、まず51ページです。 

  第４章、計画の目標でありますが、第１節、めくっていただきまして、第１節、施設の体

系については、当初の基本計画の内容、方針、方向性を継承することから、当初の体系とは

変更はございませんが、確認の意味で、素案52ページ、53ページまでに掲載をしたところ

でございます。 

  この体系図、ちょうど真ん中のところに基本施策というものがあります。この基本施策に

ついて、第２節として、施策の展開とし、環境指標ということで目標値を設定しているとこ

ろであります。 

  素案につきましては、めくっていただいて、55ページをお願いします。 

  おのおのの施策の展開については、（１）として、現在までの取り組みと課題という形で

整理をしております。この施策の中で修正しました主なものにつきましては、素案66ペー

ジの森と緑の保全の施策について、（３）の主な取り組みの中に⑥として、木質系バイオマ
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スの利用促進を修正しました。すみません、68でした。68ページの⑥としまして、木質系

バイオマスの利用促進ということで修正をしました。 

  次に、79ページになります。 

  79ページ、４－１として、廃棄物の発生抑制の（２）の施策の方向性、①ごみ・し尿処

理施設の検討・研究のところに、広域処理に触れ、①の冒頭真ん中のところに、「２つの広

域事務組合にまたがるため、これらの施設の建替えや改修等の負担が課題となっており」と

いうところを修正をしたところでございます。 

  次に、81ページ、移っていただきまして、81ページ、４－２、リサイクルの推進の

（２）施策の方向性、②廃棄物の分別の徹底と有効利用に食品ロスの問題を提起しました。 

  また、めくっていただきまして、次のページ、82ページの（３）主な取り組みの中に、

⑤としまして、使用済小型家電回収の促進、それから⑦としまして、食品ロス削減による食

品廃棄物等の発生抑制、それから⑧としまして、食品廃棄物の有効利用ということで、西八

幡のバイオマスセンターでつくられている液肥をバイオマス産業都市のプロジェクトの中で

研究するよう、主な取り組みを追加しました。 

  次に、めくっていただきまして、84ページ、85ページになります。 

  ５－１、再生可能エネルギーの利用促進については、右側の85ページの④にバイオマス

産業都市構想の推進、それからめくっていただきまして、86ページに⑧として、メガソー

ラー発電所の適正設置の指導という形で追加修正をさせていただきました。 

  それから、最後になりますが、99ページ以降になります。 

  最後に、第５章になりますが、計画の進行になります。素案につきましては、めくってい

ただきまして100ページになります。 

  この中で、計画の推進体制において、市役所内の進捗、点検、調整をする組織として、甲

斐市環境基本計画推進庁内会議という表記がありますが、ちょうど真ん中ほどにあります。

当初の基本計画では（仮称）という形で表現を使っていましたが、正式な名称となりました

ので、修正をしたところでございます。 

  以上、雑駁でございましたが、概要でございます。 

  ということで、３月末までに本計画改訂版を策定する予定でおります。本計画を一読して

いただいて、意見等がありましたら、お手元に別紙として、計画に対する意見及び提言書と

いう用紙がありますので、配付させていただいておりますので、また期日までにお願いをし

たいところでございます。 
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  それから、最後に５番としまして、策定スケジュールということで、もとの資料に戻って

いただきまして、最後のページ、10ページになります。 

  ５の策定スケジュールということで、28年６月、業務委託の締結を行いまして、28年８

月に第１回環境審議会、それから28年10月に第２回の環境審議会、28年11月に庁内のワー

キンググループを行い、28年12月に環境基本計画推進庁内会議を行い、第３回の環境審議

会部長会議等を行っております。 

  それから、平成29年１月、きょうでございますが、厚生環境常任委員会のほうにご説明

をしまして、また再度、１月中に環境審議会を開きます。 

  ということで、パブリックコメントのほうを１月16日から２月10日まで設定をしまして、

平成29年２月、再度厚生環境常任委員会、それから部長会議、環境審議会を経て、３月末

に完成を予定しているところでございます。 

  以上、説明を終わらせていただきます。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 当局の説明が終わりました。 

  質疑等がありましたらお願いします。 

  質疑ありませんか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） 策定スケジュールのところで、もう今月にパブリックコメントをやり

ますよね。そのパブリックコメントの範囲というか、そのものはどういうふうな形で行いま

すか。 

○副委員長（金丸幸司君） 小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 今回のこの改訂案のほうを見ていただいて、コメントをもらう

予定でおります。このものずばりを見せた上で、コメントをいただく予定でおります。 

○副委員長（金丸幸司君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） その方法というのは。 

○副委員長（金丸幸司君） 小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 広報やホームページ、それから支所のほうで募集をかける予定

で、もう一部、広報のほうにはパブリックコメントの関係が載せてございます。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 清水委員。 
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○委員（清水正二君） これそのものを見せるという形の中で、今言った、広報ではこれ当然

載せ切れないですよね。それをパブリックコメントの申し込みがあったところでこれをお配

りするというふうな形なんですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） そのとおりでございます。 

○副委員長（金丸幸司君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） ホームページとかということなんですけれども、ホームページではこ

のものは載せないんですか、載せるんですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） ホームページのほうにこのものは載せますし、あと、ホームペ

ージが利用できない方のことを思いまして、各支所のほうに原本を用いた中で見ていただく

ような形をとっているところでございます。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） その際にはあれですか、我々はこの前の段階の計画の段階のものを持

っているんですけれども、それもあわせて提示するという形ですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） これと同じものを提示する予定でおります。 

〔「前の計画と比較することができるのかと」「前、前回のやつ」「前

回のやつ」と呼ぶ者あり〕 

○環境課長（小田切 聡君） すみません、前回の基本計画のほうは、もともとのホームペー

ジでも見れるようになってございますので、今回には別段、前の基本計画のほうは提示する

予定はございませんで、今回の改訂版のほうを提示する予定でおります。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに委員より質疑等ありますか。 

  ないですか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 



－56－ 

  内藤議員。 

○議員（内藤久歳君） 28年度が見直し年度ということでやったんですけれども、この後期

の計画を策定するに当たって、見直し部分ということは、例えば計画の中に入っていて、こ

れは今後、今進めた中で、必要がないという部分、見直しがあったのか、その辺のところは

どうですか。何か見直しをして削除したとか、そういうのは。 

○副委員長（金丸幸司君） 小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） この環境基本計画の施策の展開の中で、毎年やったことは報告

しなさいということになってございます。それで、毎年毎年環境審議会、それから課長会議、

部長会議を行って、この環境に行った施策については公表し、今年度につきましても、つい

最近のホームページのほうにアップしたところでございますが、実際、当然、第２次の総合

計画との関連性もございまして、必要のない目標値については削除している状況がございま

す。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 内藤議員。 

○議員（内藤久歳君） 大事なことは、５年間やってきて、数値的な部分と、それから必要が

ない部分というのは削除したというところがどんなところがあるか。 

○副委員長（金丸幸司君） 小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 今回の改訂版の中に、96ページ、97ページにございます、こ

こに環境事業の評価結果一覧という形の中で、これが24年度から27年度までの実績値を載

せてございます。この中で、これを見てある程度達成したものとか必要がないというものに

ついては、今回新たな施策の中に、新たな環境指標というものを設定しておるところでござ

います。それで、当然数字的なものも変更をかけておりますが、具体的に今どこだというと

ころは、ちょっと今見つけているところなもので、すみません。ちょっとそこは再度検討、

見させてください。すみません。 

○副委員長（金丸幸司君） 長田部長。 

○福祉部長（長田 隆君） 補足でお答えいたします。 

  改訂版ということで、基本的な事項で重立った削除項目、細かい点を言えば削除した部分

も確かにありますが、特段特筆すべき削除項目というのは、ちょっと今出てきません。ある

意味で削除ということで、例えば各基本施策の中で現状と課題を述べております。特徴的に

は、現状と課題を現段階の情勢に踏まえまして改訂しているというところが、先ほど環境課
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長が申し上げた主な項目の追加項目、それから、加えまして、現状と課題の説明をかなり改

訂していますから、前段、最初の基本計画にあった説明が落ちているというところが削除と

いうようなところですけれども、それは新しい状況に応じて説明を加えておりますので、そ

のような状況でご理解をいただきたいと思います。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに傍聴議員で質疑ありますか。 

  保坂議員。 

○議員（保坂芳子君） 82ページの食品ロスなんですが、昨年６月に質問しまして、その折

の答弁で、計画に入れていただくということで、入っていたので、ありがとうございます。 

  この中で、意識の向上を促す事業の展開、それから食品ロスの削減の取り組みの推進、こ

ういうふうに具体的ではなく、ちょっと抽象的な言い方だと思うんですが、この辺の説明、

もうちょっと具体的なものは入れられないのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○副委員長（金丸幸司君） 小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 確かに議員さんのおっしゃるとおり、確かに食品ロスの関係、

当然ごみとなった場合は環境課というところにもなるんですが、その前の材料をつくるほう

から、今度は消費者の立場もございますので、そういったことの中で、多方面に、料理をす

る前と後という形がちょっと事務的にも変わってくる場合もございますので、今後他課との

連携を強めながら、どういった方向を持っていこうかというところを考えるところでござい

ます。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 保坂議員。 

○議員（保坂芳子君） それに関連しまして、環境課、市民活動支援課、そして福祉課という

ふうに関連する課が書いてありますが、あのとき答弁いただいたのは、たしか健康増進課の

ほうの食育だったような、もう一つ答弁いただいたんですよね、お二人から、生活環境部長

と。だから、ちょっとこの中身的にですね、それからあと教育委員会なんかもかかわるかも

しれないので、その音頭をとっていただくという意味で、この環境課、生活環境、この辺の

ところがしっかりと音頭をとって、しっかりとこの結果を出せるようなものをやっていただ

きたいと思うんですが、もう一回答弁いただきたいです。 

○副委員長（金丸幸司君） 小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） おっしゃるとおり、健康増進課、それから教育委員会等も当然

加わってくるかと思いますので、また検討して研究してもらいたいと考えております。 
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  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに傍聴議員に質疑等ありますか。 

  よろしいですかね。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  小田切課長。 

○環境課長（小田切 聡君） すみません、先ほどの指標の関係でございますが、96ページ、

97ページの特に12番から15番までについては、アンケート調査結果が指標になっておりま

して、今回については、この12番、13番、14番、15番については削除しているような状況

がございます。 

  それから、97ページ右側へいきまして、実際、26番の中で市民公募委員を含む審議会な

どの割合というのが直接的には環境サイドには関係ないではないかということもありまして、

この26番についても削除しているような状況にございます。 

  以上でございます。 

○副委員長（金丸幸司君） よろしいでしょうか。 

  質疑がなければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で（９）甲斐市環境基本計画（改訂版）（素案）の策定についてを終了いたします。 

  次に、環境課その他を行います。 

  環境課からその他報告等がありましたらお願いいたします。 

〔「ないです」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（金丸幸司君） 次に、環境課関係で委員より特にお聞きしたいことがありました

らお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、以上で環境課関係を終了いたします。 

  ここで暫時休憩とし、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 ２時５５分 

 

再開 午後 ２時５７分 
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○副委員長（金丸幸司君） 引き続き会議を再開いたします。 

  次に、（10）国民健康保険制度改正（運営主体の都道府県化等）について、担当より説

明をお願いいたします。 

  加藤課長。 

○保険課長（加藤文雄君） それでは、保険課から、国民健康保険制度の改正（運営主体の都

道府県化等）につきましてご説明をいたします。 

  別冊の資料をお願いいたします。 

  表題では厚生環境常任委員会資料の国民健康保険制度改正（運営主体の都道府県化等）に

ついてとなっております。 

  こちらは、厚生労働省が都道府県並びに市町村の国保所管職員向けに作成をした資料の抜

粋となっておりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、主な点につきましてご説明をいたします。 

  制度の詳細につきましては、まだ決定していないことですとか、国から示されていないこ

とが多数ございます。また、県への保険事業納付金につきましては、平成28年中に試算結

果の報告を予定しておりましたが、県において、現在も試算を繰り返しているところでござ

います。現時点における経過報告となりますことをご了解をお願いいたします。また、詳細

等がわかりました時点で、改めてご報告いたしますので、よろしくお願いいたします。 

  右下のページ番号で１ページをお願いいたします。 

  この目的といたしまして、国民健康保険の安定化として、財政資金の拡充により財政基盤

を強化するとともに、平成30年度から都道府県が財政運営の責任主体となり、国保運営の

中心的な役割を担い、制度の安定化を図ることとされました。 

  ３ページをお願いいたします。 

  国民健康保険の安定化としまして、財政支援の拡充により、財政基盤を強化するとともに、

平成30年度から都道府県が財政運営の責任主体となりまして、国保運営の中心的な役割

を─すみません、失礼しました。改めまして３ページですが、都道府県と市町村の役割に

つきましてご説明をいたします。 

  都道府県は、市町村ごとの保険事業納付金の決定、標準保険料率の提示、医療給付に必要

な費用の交付等、中心的な役割を担うこととされております。市町村は、企画管理、被保険

者証の交付、保険税率の決定、賦課・徴収、保険事業等を引き続き担うこととされておりま

す。 
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  ４ページにつきましても、担当業務の説明となっております。こちらは割愛をさせていた

だきます。 

  ５ページからは、施行に向けましたスケジュールとなっております。 

  国保システムの改修、業務体制の見直し、また、平成30年度の保険税率の検討及び決定、

必要に応じて条例改正、条例改正と言いますのは税率の改正のこととなりますが、新制度施

行に向け、これからまた準備を進めてまいります。 

  飛びまして、８ページをお願いいたします。 

  改革後の国保税制の仕組みでございます。 

  現行は、左下の図のとおり、市町村の国保特別会計で運営をしております。改革後は、右

の図のように、市町村の国保特別会計から都道府県に納付金を納付をしまして、保険給付に

必要な金額を交付金として交付を受けることとなります。 

  ９ページは、保険料の賦課・徴収の流れとなっております。 

  また、12ページには財政運営の仕組みの変化、ちょっと飛びますが、お願いいたします。 

  財政運営の仕組みの変化、現行と改革後となっております。 

  こういった費用の流れ等を資料において説明しております。 

  16ページをお願いいたします。 

  国保事業費納付金につきましてご説明をいたします。 

  都道府県は、保険料収納必要額を市町村ごとの医療費水準と所得水準で案分をし、市町村

ごとの国保事業費納付金の額を決定をいたします。この医療費水準と所得水準によりまして、

市町村ごとの納付金の増減が生じることとなり、現状の保険税率及び収納率で賄えるかを検

討し、あわせて保険税率、基金からの繰り入れ等を検討してまいります。 

  17ページから23ページまでは、納付金及び標準保険料率算定の考え方、都道府県に設置

する財政安定化基金等の説明となっております。こちらにつきましては、後ほどごらんいた

だきますようにお願いをいたします。 

  24ページをお願いいたします。 

  国民健康保険の都道府県化に伴い、資格も都道府県を一つの保険者として管理することと

なってまいります。同一都道府県内で住所変更があった場合は、資格を引き継いでまいりま

す。 

  25ページをごらんください。 

  被保険者証の様式改正（案）をごらんいただきますようお願いいたします。 
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  右側の改正案の変更点としましては、左上に都道府県名という欄が設けられます。それか

ら、中ほどの、現行でいきますと「資格取得年月日」の欄が「適用開始年月日」に、それか

ら保険者番号の欄の「保険者識別番号」が「市町村番号」にそれぞれ変更する等の案となっ

ております。 

  26ページをお願いいたします。 

  資格の引き継ぎにあわせまして、高額療養費の多数回該当も引き継ぐこととなってまいり

ます。多数回該当と言いますのは、過去12カ月の間に高額療養費の支給が４回以上あった

場合に、４回目以降の高額療養費自己負担限度額、月額となりますが、月額も各回数ごとに

引き下げた限度額を適用する制度のことを言います。 

  それから、27ページとなりますが、こちらは都道府県化に向けましたシステム開発スケ

ジュール、また、28ページは、保険者努力支援制度の概要の説明となっております。こち

らも後ほどごらんいただけますようにお願いいたします。 

  なお、制度改正の準備等、進捗状況を見ながら被保険者への周知、また議員の皆様に対す

るご説明等を進めてまいりたいと考えておりますが、基本的に被保険者の皆様に関しまして

は、先ほどの保険証の改正ですとか、それから、高額療養費の多数回該当の引き継ぎ、こう

いったところが変更があるくらいで、直接は、今のところは事務的には変更がないと。ほと

んどはこちらの職員側の、市町村側の事務手続の変更が主となってまいります。 

  あとは、一番大きいのは、保険事業費納付金、標準保険料率が提示されて、保険税が上が

るか下がるかというところが一番大きい影響となってまいりますが、冒頭でもご説明をいた

しましたとおり、今その点につきましては、県で試算をしている段階でございますので、ま

た状況がわかりましたところでご報告をさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○副委員長（金丸幸司君） 当局の説明が終わりました。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑ありますか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） すみません、よく理解できないんだけれども、要は今までの場合であ

れば、例えば保険料率というのが各市でもって違うじゃないですか。それが県なり何なりと

そういう形になれば、それが統一されるというふうな形になるということなんですかね。 

○副委員長（金丸幸司君） 加藤課長。 
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○保険課長（加藤文雄君） 今、委員さんがおっしゃいますとおり、将来的には統一をしてい

くということが目的となってまいりますが、今の時点としましては、できるだけ、徐々にで

はありますが、今の保険税ですとか保険料ですね、そういったものを平準化していく、市町

村間の不公平をなくしていくということが目標となってまいります。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 今現行でやっているシステムというのが、これからそういう形に入っ

ていこうかと思うんですけれども、大まかでいって、そのシステムの変更とかそういったこ

とも、当然そこの中で出て、伴ってきて、システムもまた新たに導入しなければいけないと

いう形にはなってくるんですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 加藤課長。 

○保険課長（加藤文雄君） 現在使用しております国民健康保険のシステムには、今回の都道

府県化に伴いまして、まず28年度で県にこういった納付金ですとか標準保険料率を算定す

るための基礎的なデータを提供するためのシステム改修を実施をしております。また、29

年度につきましても、これから当初予算の中で審議をしていただくことになってまいります

が、同様にシステムの改修経費等を今後計上していくというふうになってまいります。そっ

くりシステムそのものを入れかえるということは予定はしておりません。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） まだ導入の段階で、いろいろ検討されると思うんですけれども、それ

から先というのは、いわゆるシステムというのが県のほうでそういうふうな形になってくれ

ば、やがては市のほうのそういうシステムというものが簡素化されるというふうな形には考

えられるんですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 加藤課長。 

○保険課長（加藤文雄君） 国のほうとしましては、全国標準で使えるシステムを現在開発を

しております。その導入を市町村のほうにできるだけするようにということで求めてはいる

状況ではございますが、甲斐市におきましてはシステムの入れかえに向かって業者決定等を

総務部のほうでしております。そういったこともございまして、システムの入れかえのタイ

ミングと都道府県化のタイミングが重なるような形になってしまいますので、二重投資とい

うことが問題が出てまいります。 
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  ですので、今の時点としましては、システム改修で対応していって、将来的にまたシステ

ムの入れかえの時点で、国のほうで現在開発している標準的な国保のシステムを導入するか

どうかを検討するといったことになってまいろうかと思います。 

  なお、そのシステムを入れる場合につきましては、独自に住民票ですとか税関係、収納関

係との連携のシステムをまた別に開発をする必要が出てくるという問題がありますので、そ

れはそれでまた経費を伴う問題となりますので、慎重に検討する必要があると考えておりま

す。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 結果的にお話を聞くと、将来的にはそういう二重投資というふうな形

のものが見えてきているんだけれども、そういったときにまたよくよく検討して、その二重

投資でもって、将来的に経費がかからないような方法ということを、またそのときには考え

ていかなければいけないというふうな形になる。 

○副委員長（金丸幸司君） 加藤課長。 

○保険課長（加藤文雄君） おっしゃるとおりでございます。 

  次の入れかえのときに再度どちらのほうが有益かといったことを検討しながら、導入の可

否を検討していくこととなっていくと思います。 

  以上でございます。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに委員より質疑等ありましたらお願いいたします。 

  質疑ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） 委員より質疑がなければ、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ありませんか。 

  内藤議員。 

○議員（内藤久歳君） これは県が一元化するということですよね、保険料をね。その単位と

いうのは、国がこういう方針をやるという大きな目的というのはどんなあれですか。 

○副委員長（金丸幸司君） 加藤課長。 

○保険課長（加藤文雄君） この市町村の国民健康保険につきましては、もともと構造的に高

齢者が多いですとか、定年退職された方、または自営業の方が多いということがあるわけで
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すが、それと同時にもう一つ、小規模な保険者が多い。甲斐市の場合ですと、被保険者の規

模で１万数千人といった規模になるわけですが、小さいところになると1,000人、2,000人

といった、そういった規模の保険者が多数存在するという状況になっております。そういっ

た中で、１人で医療費が何千万とかということが発生してしまいますと、保険者の財政基盤

が脆弱ということから、保険者としての機能を果たせなくなってしまう、そういった問題が

もともとございますので、国のほうではそういった脆弱な保険者を救済し、国保全体を皆保

険制度の基盤として、将来的にも運営ができるようにといった、そういったことを前提に置

きまして、今回の改革となっております。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 内藤議員。 

○議員（内藤久歳君） わかりました。 

  国の考え方と、今、国保の現状を踏まえたときには、そういうことは確かだと思いますけ

れども。要は、今後これをすることによって、一番大事なところが保険料が上がるか下がる

かという、そこが大きな論点になると思うですよね。今の時点でそれを見通せるかどうか、

まだまだわからないと思いますけれども、その点についての調整というかな、それはどうい

うことで補っていくの。今、高いとか安い、当然出てきますよね。現行の制度の中で各市町

村が平準化、県でもってやったときに、多い少ないというのは出てくると思うんだけれども。

その辺のところの調整というかそういうものは、一方的に県がこうだといって決めてしまう

ものなのか、多少なりとも、市町村が極端に倍にもなるようなこともあり得るわけじゃない

ですか、ある面では。その辺の調整機能というのはあるんですか、額がこう、各町村の現状

を訴えるようなところは。 

○副委員長（金丸幸司君） 加藤課長。 

○保険課長（加藤文雄君） その点につきましては、いきなり県下全体を統一するということ

ではなくて、それぞれの市町村ごとの現状を見ながら、所得の状況ですとか医療費の水準の

調整はありますけれども、なるべく極端に変動しないようにということを前提にして作業を

するということになっております。 

  それから、急激に変動があった場合につきましては、特別調整交付金で調整をするという

制度もございます。また、甲斐市の場合には、現在基金を６億円余保有しておりますので、

そういった基金を活用しながら、上がった場合については激減の緩和を図っていきたいとい

うふうに考えております。 
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  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） ほかに傍聴議員より質疑等ありますか。 

  ないですか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で（10）国民健康保険制度改正（運営主体の都道府県化等）についてを終了いたし

ます。 

  次に、保険課のその他を行います。 

  保険課からその他報告等がありましたらお願いいたします。 

  加藤課長。 

○保険課長（加藤文雄君） それでは、保健課からその他につきまして、報告を１件させてい

ただきます。 

  年末に報道されました後期高齢者医療保険料システムの不備ということで、厚労省のほう

から発表があったものの内容となります。 

  このたび報道がございました後期高齢者医療保険料システムの不備につきましては、厚生

労働省が開発をしまして、後期高齢者医療を広域連合で使用しております保険料算定システ

ム、コンピューターのシステムの保険料軽減判定に誤りがございまして、一部の保険者につ

いて、均等割、定額部分となりますが、その計算に誤りがあるというものでございます。現

時点におきましては、本市の被保険者への影響につきましては把握ができておりませんが、

国が今後の対応として示しておりますスケジュールとしましては、１月上旬に誤って賦課を

した可能性がある被保険者を抽出し、１月中旬から４月上旬にかけて、対象者の軽減判定及

び保険料の修正賦課を実施、４月中旬から５月上旬に該当者に保険料の還付、または追加徴

収となる被保険者に対し丁寧に説明をした上で、保険料の納付をお願いするとしております。 

  該当する被保険者の方がいた場合につきましては、適切に対応していく予定でございます。 

  以上です。 

○副委員長（金丸幸司君） 次に、保険課関係で委員より特にお聞きしたいことがありました

らお願いいたします。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） 傍聴議員のほう、特にありませんか。 
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〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、以上で保険課関係を終了いたします。 

  次に、次第の４のその他に入ります。 

  その他、何かありましたらお願いいたします。 

  ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） なければ、事務局よりありましたらお願いいたします。 

  ないですか。 

〔発言する者なし〕 

○副委員長（金丸幸司君） それでは、以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしまし

た。 

  これをもちまして厚生環境常任委員会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ３時１８分 


